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耐震評価設備等リスト 
 

耐震 
クラス 設備等の名称 耐震ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸ

結果の有無 
ＳＴで

の適用

a. 原子炉冷却材圧力バウンダリを構成する機器･配管系 

・ 原子炉容器 有 ○ 
・ 蒸気発生器 有 ○ 
・ １次冷却材ポンプ 有 ○ 
・ 加圧器 有 ○ 
・ １次冷却材管 有 ○ 

Ｓ 

・ 付属配管・弁 有 ○ 
 

b. 使用済燃料を貯蔵するための施設 

・ 使用済燃料ピット 有 ○ 
・ 使用済燃料ラック 有 ○ 

Ｓ 

・ 使用済燃料ピット補給水系 有 ○ 
Ｂ ・ 使用済燃料ピット冷却系 無 ○ 

 
c. 原子炉の緊急停止のために急激に負の反応度を付加するための施設、及び 

原子炉の停止状態を維持するための施設 

・ 制御棒クラスタおよび制御棒駆動装置 有 ○ Ｓ 

・ ほう酸注入（移送）系 有 ○ 
 

d. 原子炉停止後、炉心から崩壊熱を除去するための施設 

・ 主蒸気系（蒸気発生器～主蒸気隔離弁） 有 ○ 
・ 主給水系（主給水逆止弁～蒸気発生器） 有 ○ 
・ 補助給水系 有 ○ 
・ 復水ピット 有 ○ 

Ｓ 

・ 余熱除去系 有 ○ 
 

e. 原子炉冷却材圧力バウンダリ破損事故後、炉心から崩壊熱を除去するため 

の施設 

・ 安全注入系 有 ○ 
・ 余熱除去系（ＥＣＣＳ） 有 ○ 

Ｓ 

・ 燃料取替用水ピット 有 ○ 
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耐震 
クラス 設備等の名称 耐震ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸ

結果の有無 
ＳＴで

の適用

f. 原子炉冷却材圧力バウンダリ破損事故の際に、圧力障壁となり放射性物質 

の放散を直接防ぐための施設 Ｓ 
・ 原子炉格納容器 有 ○ 

 
g. 放射性物質の放出を伴うような事故の際に、その外部放散を抑制するため 

の施設で直接防ぐための施設で上記 f.以外の施設 

・ 格納容器スプレイ系 有 ○ 
Ｓ 

・ 燃料取替用水ピット（再掲） 有 ○ 
 

h. 補助設備 

・ 原子炉補機冷却水系 有 ○ 
・ 原子炉補機冷却海水系 有 ○ 
・ 非常用電源 有 ○ 
・ 計装設備 有 ○ 

Ｓ 

・ 制御用空気系 有 ○ 
 

i. 建屋、波及的影響を考慮すべき設備など 

・ 耐震安全上重要な建屋等 有 ○ 
・ 波及的影響を考慮する設備（クレーン類ほか） 有 ○ その他 

・ 耐震Ｂ，Ｃクラス設備（上記「使用済燃料ピット

冷却系」、「波及的影響を考慮する設備」を除く） 
無 × 

 
 



 

大飯発電所の基準地震動 Ss 

 
 

大飯発電所の耐震バックチェックでは、安全上重要な施設の耐震安全性を確

認するため、図１に示す活断層を対象として検討した結果、表１に示すＦＯ－

Ａ～ＦＯ－Ｂ断層による地震、熊川断層による地震、上林川断層による地震を

検討用地震として選定した。 
検討用地震の地震動評価を、図２～図４に示すとおり「応答スペクトルに基

づく地震動評価」及び、「断層モデルを用いた手法による地震動評価」により

実施した。なお、応答スペクトルに基づく地震動評価は、Noda et al.(2002)
による距離減衰式（耐専式）を用いることを基本とし、耐専式の適用範囲外と

して断層モデルを用いた手法による地震動評価を重視するとしたＦＯ－Ａ～

ＦＯ－Ｂ断層については、耐専式以外の距離減衰式を用いて地震動評価を行っ

ている。地震動評価を行った結果、図５に示すとおり応答スペクトルに基づく

地震動評価結果による基準地震動 Ss－1（最大加速度 700 ガル）と、ＦＯ－

Ａ～ＦＯ－Ｂ断層を対象として実施した断層モデルを用いた手法による地震

動評価結果による基準地震動 Ss－2 及び Ss－3 の計３ケースの基準地震動 Ss
を策定した。基準地震動 Ss－1 の加速度時刻歴波形を図６に、基準地震動 Ss
－2 及び Ss－3 の加速度時刻歴波形を図７及び図８にそれぞれ示す。 

 
 

以 上 
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検討用地震で考慮する断層 長さ 地震規模※1 

FO－A～FO－B断層 35km 7.4 

熊川断層 18km  7.1※2 

上林川断層 26km以上  7.5※3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図１ 若狭湾周辺の主な活断層分布 

表１ 検討用地震 

※1：地震規模は松田式より算出
※2：熊川断層については、断層モデルの長さ22.9kmとして評価
※3：上林川断層については、断層モデルの長さ39.5kmとして評価

※原子力安全・保安院「耐震設計審査指針の改訂に伴う 関西電力株式会社 大飯発電所３，４号機 耐震安全性に係る評価について 
（基準地震動の策定及び主要な施設の耐震安全性評価）」（平成22年11月29日）より 
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中間報告書等の提出以降に変更された箇所
活断層として評価していない断層
地震調査研究推進本部による鍛冶屋断層以南の断層

※なお、和布－干飯崎沖断層、甲楽城断層、柳ヶ瀬断層及び鍛冶屋断層～関ヶ原断層
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（a）水平(NS)方向 （b）水平(EW)方向 （c）鉛直(UD)方向 

（a）水平方向 （b）鉛直方向 

図３ 応答スペクトルに基づく地震動評価（ＦＯ－Ａ～ＦＯ－Ｂ断層）  

図２ 応答スペクトルに基づく地震動評価（熊川断層、上林川断層） 

図４ 断層モデルを用いた手法による地震動評価 
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図５ 基準地震動Ssの応答スペクトル 
（a）水平方向 （b）鉛直方向 

図６ 基準地震動Ss－1の加速度時刻歴波形 

図８ 基準地震動Ss－3の加速度時刻歴波形 

（a）水平方向 （b）鉛直方向 

（a）水平(NS)方向 （b）水平(EW)方向 （c）鉛直(UD)方向 

（a）水平(NS)方向 （b）水平(EW)方向 （c）鉛直(UD)方向 

図７ 基準地震動Ss－2の加速度時刻歴波形 
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総 合 的 安 全 評 価 に お け る 耐 震 裕 度 の 評 価 に つ い て  

 

１ ． は じ め に  

 「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査指針」の改訂（平成

18 年 9 月 19 日  原 子 力 安 全 委 員 会 決 定 ）を踏まえて実施している

耐 震 安 全 性 評 価（ 以 下「 耐 震 バ ッ ク チ ェ ッ ク 」と い う ）の 結 果 に

基 づ き 、燃 料 の 重 大 な 損 傷 に 係 わ る Ｓ ク ラ ス 設 備 お よ び 燃 料 の 重

大 な 損 傷 に 関 係 し 得 る そ の 他 の 建 屋 、系 統 、機 器 に つ い て 、基 準

地 震 動 Ｓ ｓ に 対 す る 耐 震 裕 度 を 評 価 す る 。  

 

２．建物 ･構築物の耐震裕度評価  

（１）評価の概要  

原子炉建屋および原子炉補助建屋について、設計上の想定を超

える地震動に対し、燃料の重大な損傷を起こさせないとの観点か

らどの程度の裕度を有するか評価を実施する。  

地震に対する安全性評価は、基準地震動Ｓ s を用いた動的解析

によることを基本とし、この地震動を係数倍した地震動による応

答と許容値の比較により、基準地震動Ｓｓに対する裕度を評価す

る 。解析モデルは建屋の応答性状を適切に表現できるモデルとし、

地震応答解析により求められたせん断ひずみをもとに評価する。

解析モデルを設定する際の解析諸元については、設計時の値を用

いることを基本とするが、実寸法、実測の物性値および試験研究

等で得られた知見も適用する。  

 

（２）地震応答解析  

a.地震応答解析モデル  

原子炉 建 屋 の地震 応答解 析モ デルと しては 、基 礎版上 に 、

原子炉格納容器（ PCCV）、内 部 コ ン ク リ ー ト（ I/C）及 び 原 子

炉 周 辺 建 屋 （ E/B） を 立 ち 上 げ 、 更 に 内 部 コ ン ク リ ー ト に 蒸

気 発 生 器 （ S/G） を 連 成 さ せ 、 こ れ ら の 耐 震 壁 等 の せ ん 断 剛

性 と 曲 げ 剛 性 を 考 慮 し た 並 列 多 質 点 系 曲 げ せ ん 断 棒 モ デ ル

と し 、 (社 )日 本 電 気 協 会 「 原 子 力 発 電 所 耐 震 設 計 技 術 指 針

JEAG4601-1991 追補版」（以下「 JEAG4601-1991 追補版」と

い う 。）に 基 づ き 、建 屋 と 底 面 地 盤 と の 相 互 作 用 を 考 慮 し た
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水 平・回 転 地 盤 ば ね を 基 礎 底 面 位 置 に 付 加 す る と と も に 、耐

震 壁 の 非 線 形 復 元 力 特 性 及 び 基 礎 の 浮 上 り に よ る 地 盤 の 回

転ばねの幾何学的非線形性を考慮した。  

なお、工事計画認可における計算書（以下「工認評価」と

いう。）からのモデル化に係る主な変更点として、建屋と底

面地盤の相互作用ばね及び耐震壁の非線形復元力特性につい

て、「 JEAG4601-1991追補版」により再評価した。また、コ ン

クリートの物性値を (社）日本建築学会「鉄筋コンクリート構

造 計 算 規 準 ・ 同 解 説 」 (1999)に よ り 再 評 価 し た 。  

原子炉建屋の水平方向及び鉛直方向の建屋モデルを図２－

１、図２－２に示す。  

原子炉補助建屋については、地盤と建屋基礎の相互作用を

評価するにあたり、地盤および建屋基礎の広がりを考慮でき

る詳細な３次元ＦＥＭモデルを用いた。水平方向の地震応答

解析モデルとしては、剛基礎を有する多質点系の曲げせん断

棒モデルとした。  

補 助 建 屋 の 水 平 方 向 及 び 鉛 直 方 向 の 建 屋 モ デ ル を 図 ２ － ３ 、

図２－４に示す。  

原子炉建屋と原子炉補助建屋の地震応答解析モデルの物性

として、 RC造部の剛性はコンクリートの設計基準強度により

設定し、 RC造部の減衰定数は 5%と設定した。原子炉建屋の地

震応答解析モデルのうち、鉄骨造部を 2%、原子炉格納容器の

減 衰 定 数 に つ い て は 水 平 方 向 及 び 鉛 直 方 向 と も に 3%、 蒸 気 発

生器については水平方向を 3%、鉛直方向を 1%と設定した。  

原子炉建屋と原子炉補助建屋の地震応答解析モデルは、耐

震バックチェックの中間報告で用いたモデルであり、耐震安

全 性 に 関 す る 妥 当 性 が 総 合 的 に 評 価 さ れ て い る 。  

b.許 容値  

原 子 炉 建 屋 と 原 子 炉 補 助 建 屋 の 許 容 値 に つ い て は 、 （ 社 ）

日 本 電 気 協 会 の 「 原 子 力 発 電 所 耐 震 設 計 技 術 規 程

JEAC4601-2008」鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 耐 震 壁 の 終 局 点 の せ ん 断

ひずみである 4.0×10- 3 を 評 価 基 準 値 と す る 。  

c.解析結果  

基 準 地 震 動 Ｓ ｓ に よ る 原 子 炉 建 屋 と 原 子 炉 補 助 建 屋 の 最 大

応 答 せ ん 断 ひ ず み を 図 ２ － ５ － １ か ら 図 ２ － ５ － ２４ に 示 す 。 
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水 平 方 向 （ EW 方 向 ）  

S 部  

 

S 部  

水 平 方 向 （ NS 方 向 ）  

図 ２ － １  原 子 炉 建 屋 の 解 析 モ デ ル （ 水 平 ）  
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鉛 直 方 向

S 部  

図 ２ － ２  原 子 炉 建 屋 の 解 析 モ デ ル （ 鉛 直 ）  



 

添付 5-(1)-3

(5/48)

280m
140m

80m

底面粘性境界

側面粘性境界

側面粘性境界
側面粘性境界

CL

280m
140m

80m

底面粘性境界

側面粘性境界

側面粘性境界
側面粘性境界

CLCL  

56

27.975

56

27.975

RC部  

 

1

2

3

5

4

3

2

1
BT

BS

BB

6

7

5

4 EL+26.1m

EL+21.3m

EL+15.8m

EL+11.5m

EL+7.0m

EL+4.0m

EL+33.6m

EL+5.5m

 

280m
140m

80m

底面粘性境界

側面粘性境界

側面粘性境界
側面粘性境界

CL

280m
140m

80m

底面粘性境界

側面粘性境界

側面粘性境界
側面粘性境界

CLCL  

55.95

28

55.95

28

RC部  
 

1

2

3

5

4

3

2

1
BT

BS

BB

6

7

5

4 EL+26.1m

EL+21.3m

EL+15.8m

EL+11.5m

EL+7.0m

EL+4.0m

EL+33.6m

EL+5.5m

 

水平方向（ EW 方 向 ）  水 平 方 向 （ NS 方 向 ）  

図２－３  原子炉補助建屋の解析モデル (水 平 ) 
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図 ２ － ４  原 子 炉 補 助 建 屋 の 解 析 モ デ ル (鉛直 ) 
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図 ２ － ５ － １  Q-γ 関 係 と 最 大 応 答 値  

            （ 原 子 炉 建 屋  PCCV Ss-1 EW 方 向 ）
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図２－５－２ Q-γ関係と最大応答値 

           （原子炉建屋 IC Ss-1 EW 方向）
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図２－５－３ Q-γ関係と最大応答値 

           （原子炉建屋 EB Ss-1 EW 方向） 
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図２－５－４ Q-γ関係と最大応答値 

            （原子炉建屋 PCCV Ss-1 NS 方向）
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図２－５－５ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 IC Ss-1 NS 方向） 
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図２－５－６ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 IC Ss-1 NS 方向） 
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図２－５－７ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 EB Ss-1 NS 方向） 
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図２－５－８ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 PCCV Ss-2 EW 方向）
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図２－５－９ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 IC Ss-2 EW 方向） 
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図２－５－１０ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 EB Ss-2 EW 方向） 



 

添付 5-(1)-3

(17/48)

　

CV05 CV06

Q-γ関係と最大応答値（NS方向、CV03、Ss-1)

CV01 CV02

CV03 CV04

0

200

400

600

800

1000

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

γ(×10
-3

)

Q
(×

1
0

3  k
N

)

0

200

400

600

800

1000

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

γ(×10
-3

)

Q
(×

1
0

3  k
N

)

0

200

400

600

800

1000

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

γ(×10
-3

)

Q
(×

1
0

3
 k

N
)

0

200

400

600

800

1000

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

γ(×10
-3

)

Q
(×

1
0

3
 k

N
)

0

200

400

600

800

1000

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

γ(×10
-3

)

Q
(×

1
03

 k
N

)

0

200

400

600

800

1000

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

γ(×10
-3

)

Q
(×

1
0

3  k
N

)

 
図２－５－１１ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 PCCV Ss-2 NS 方向）
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図２－５－１２ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 IC Ss-2 NS 方向） 
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図２－５－１３ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 IC Ss-2 NS 方向） 
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図２－５－１４ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 EB Ss-2 NS 方向） 
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図２－５－１５ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 PCCV Ss-3 EW 方向） 
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図２－５－１６ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 IC Ss-3 EW 方向） 
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図２－５－１７ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 EB Ss-3 EW 方向） 
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図２－５－１８ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 PCCV Ss-3 NS 方向） 
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図２－５－１９ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 IC Ss-3 NS 方向） 
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図２－５－２０ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 IC Ss-3 NS 方向） 
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図２－５－２１ Q-γ関係と最大応答値（原子炉建屋 EB Ss-3 NS 方向） 
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図２－５－２２ Q-γ関係と最大応答値 

（原子炉補助建屋 Ss-1 左図：EW 方向 右図：NS 方向）
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図２－５－２３ Q-γ関係と最大応答値 

（原子炉補助建屋 Ss-2 左図：EW 方向 右図：NS 方向）
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図 ２ － ５ － ２ ４  Q-γ 関 係 と 最 大 応 答 値  

（ 原 子 炉 補 助 建 屋  Ss-3 左 図 ： EW 方 向  右 図 ： NS 方 向 ）  
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３ ． 機 器 ・ 配 管 系 の 耐 震 裕 度 評 価  

（ １ ） 評 価 概 要  

Ｓ ク ラ ス の 設 備 な ら び に 、 Ｂ Ｃ ク ラ ス 設 備 の う ち 、 そ の 破 損 が

Ｓ ク ラ ス 設 備 に 波 及 的 破 損 を 生 じ さ せ 、 燃 料 の 重 大 な 損 傷 に 関 係

し 得 る お そ れ が あ る 設 備 を 対 象 と し た 構 造 強 度 評 価 結 果 か ら 耐 震

裕 度 を 評 価 す る 。 ま た 、 Ｓ ク ラ ス 設 備 の う ち 、 ポ ン プ 、 弁 お よ び

制 御 棒 等 の 地 震 時 の 動 的 機 能 が 要 求 さ れ る 機 器 に つ い て は 動 的 機

能 維 持 評 価 結 果 か ら 耐 震 裕 度 を 評 価 す る 。 た だ し 、 今 回 の 評 価 に

影 響 を 及 ぼ さ な い と 考 え ら れ る 設 備 （ Ｓ ク ラ ス 設 備 を 含 む ） あ る

い は 、 設 備 の 構 成 部 位 間 の 裕 度 の 関 係 や こ れ ま で の 評 価 実 績 に 基

づ く 工 学 的 判 断 に よ り 、 耐 震 裕 度 が 大 き い こ と が 明 ら か な 設 備 に

つ い て は 耐 震 裕 度 評 価 を 省 略 す る 。  

評 価 に 当 た り 、 同 一 仕 様 ・ 同 一 設 計 の 複 数 の 設 備 が 存 在 す る 場

合 は 、 代 表 設 備 に つ い て 評 価 す る 。 ま た 、 配 管 系 の よ う に 類 似 設

備 が 多 数 存 在 す る 場 合 は 、 仕 様 お よ び 使 用 条 件 等 の 観 点 か ら 耐 震

安 全 評 価 上 適 切 に グ ル ー プ 化 し 、そ の 代 表 設 備 に つ い て 評 価 す る 。   

耐 震 裕 度 評 価 は 、 耐 震 バ ッ ク チ ェ ッ ク の 評 価 結 果 を 原 則 と し て

用 い る 。新 た に 評 価 を 行 う 場 合 に は 、基 準 地 震 動 Ｓ s を 用 い た 動 的

解 析 に よ る こ と を 基 本 と し 、 機 器 ・ 配 管 系 の 応 答 性 状 を 適 切 に 表

現 で き る モ デ ル を 設 定 し た う え で 応 答 解 析 を 行 い 、 そ の 結 果 求 め

ら れ た 応 力 値 、 ま た は 応 答 加 速 度 値 等 を も と に 評 価 す る 。 解 析 モ

デ ル を 設 定 す る 際 の 解 析 諸 元 に つ い て は 、 設 計 時 の 値 を 用 い る こ

と を 基 本 と す る が 、 実 寸 法 、 実 測 の 物 性 値 お よ び 試 験 研 究 等 で 得

ら れ た 知 見 も 適 用 す る 。  

原 子 炉 容 器 、 蒸 気 発 生 器 お よ び １ 次 冷 却 材 ポ ン プ 等 の 評 価 に あ

た っ て は 、 水 平 地 震 動 と 鉛 直 地 震 動 に よ る 建 屋 － 機 器 連 成 応 答 解

析 を 行 い 、 そ れ ぞ れ の 応 答 結 果 を 二 乗 和 平 方 根 (SRSS)法 等 に よ り

組 合 せ る 。  

比 較 的 小 型 の 機 器 等 の 評 価 に あ た っ て は 、 当 該 設 備 の 据 付 床 の

水 平 方 向 お よ び 鉛 直 方 向 そ れ ぞ れ の 床 応 答 を 用 い た 応 答 解 析 等 を

行 い 、 そ れ ぞ れ の 応 答 結 果 を 二 乗 和 平 方 根 (SRSS)法 等 に よ り 組 合

せ る 。 ま た 、 裕 度 を 精 緻 に 求 め る 必 要 が 生 じ た 場 合 に は 有 限 要 素

法 、 弾 塑 性 解 析 等 の 詳 細 評 価 手 法 を 用 い る 。  

構 造 強 度 評 価 に 際 し て は 、 当 該 設 備 の 耐 震 安 全 機 能 を 確 認 す る

観 点 か ら 重 要 な 評 価 箇 所 を 既 往 評 価 の 評 価 範 囲 を 参 考 に 選 定 す る 。
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ま た 、 選 定 し た 評 価 箇 所 に 対 し て 、 地 震 慣 性 力 に よ る １ 次 応 力 評

価 を 基 本 と し て 構 造 強 度 評 価 を 行 う 。  

動 的 機 能 維 持 評 価 に 際 し て は 、 地 震 時 に 動 的 機 能 が 要 求 さ れ る

動 的 機 器 を 選 定 し た う え 、 動 的 機 器 の 設 置 位 置 に お け る 応 答 加 速

度 （ 水 平 ・ 鉛 直 ） と 機 能 確 認 済 加 速 度 （ 水 平 ・ 鉛 直 ） と の 比 較 を

基 本 と し て 動 的 機 能 維 持 評 価 を 行 う 。  

構 造 強 度 評 価 、 動 的 機 能 維 持 評 価 の 両 方 を 行 っ て い る 設 備 の 裕

度 評 価 に あ た っ て は 、構 造 強 度 評 価・動 的 機 能 維 持 評 価（ 水 平 ）・

動 的 機 能 維 持 評 価 （ 鉛 直 ） の 内 、 最 も 低 い 裕 度 を そ の 設 備 の 裕 度

と す る 。  

以 上 の と お り 、 評 価 は 耐 震 バ ッ ク チ ェ ッ ク で 用 い る 手 法 を 基 本

的 に 用 い る が 、 よ り 設 備 の 実 力 を 忠 実 に 反 映 す る 観 点 で 踏 み 込 ん

だ 評 価 を 行 っ て い る も の は 以 下 の と お り で あ る 。  

・時 刻 歴 解 析 に 準 じ る 手 法 と し て 、床 応 答 ス ペ ク ト ル の 拡 幅 を

撤 廃 し た ス ペ ク ト ル モ ー ダ ル 解 析 を 実 施 （ 海 水 ポ ン プ 、 蒸

気 発 生 器 伝 熱 管 ）  

評 価 は Ss-1～ 3 に 対 し て 行 い 、 最 も 裕 度 が 小 さ い 値 を 評 価 値 と

す る が 、 必 要 に 応 じ て 各 波 の 床 応 答 曲 線 を 包 絡 さ せ た 床 応 答 曲 線

で 評 価 を 行 う 。  

な お 、今 回 の 評 価 で は 以 下 の 設 備 を 除 い て 、全 て Ss-1 に よ る 評

価 値 が 最 小 裕 度 と な っ て い る 。  

・ 蒸 気 発 生 器 （ ２ 次 系 管 台 除 く ）  

・ 主 蒸 気 逃 が し 弁  

・ 使 用 済 燃 料 ピ ッ ト 冷 却 系 配 管 （ 循 環 ラ イ ン ）  

・ 非 常 用 ピ ッ ト 冷 却 系 配 管 （ 燃 料 取 替 用 水 ポ ン プ か ら 使 用 済 燃

料 ピ ッ ト ま で ）  

こ れ ら は 全 て Ss-2、Ss-3 の 包 絡 床 応 答 曲 線 に よ る 裕 度 が 最 小 と

な っ た も の で あ る 。  

 

（ ２ ） 具 体 的 な 評 価 内 容  

a.構 造 強 度 の 評 価 方 法   

構 造 強 度 評 価 は 、 原 則 と し て 、 耐 震 バ ッ ク チ ェ ッ ク で 用 い ら れ

る 以 下 に 示 す 解 析 法 に よ る 詳 細 評 価 を 行 っ て 発 生 値 を 算 定 し 、 評

価 基 準 値 と 比 較 す る 。  

 （ a） ス ペ ク ト ル モ ー ダ ル 解 析 法  
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 （ b） 時 刻 歴 応 答 解 析 法  

 

構 造 強 度 の 評 価 手 順 を 図 ３ － １ に 示 す 。 但 し 、 耐 震 バ ッ ク チ ェ

ッ ク 手 法 は 相 当 の 保 守 性 を 持 っ た 評 価 手 法 で あ る た め 、裕 度 を 精

緻 に 求 め る 必 要 が あ る 場 合 に は 、  

(a) 極 限 解 析  

(b) 有 限 要 素 法 （ Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 ）  

(c) 弾 塑 性 解 析  

と い っ た 詳 細 評 価 手 法 も 用 い る も の と す る 。  

機 器・配 管 系 の 地 震 応 答 解 析 モ デ ル は 、そ の 振 動 特 性 に 応 じ て 、

代 表 的 な 振 動 モ ー ド が 表 現 で き 、 応 力 評 価 等 に 用 い る 地 震 荷 重 等

を 算 定 で き る も の を 使 用 す る 。 ま た 、 解 析 モ デ ル は 既 往 評 価 で 用

い ら れ た も の の ほ か 、 有 限 要 素 法 な ど 実 績 が あ る 手 法 に よ る モ デ

ル を 使 用 す る 。モ デ ル 化 に あ た っ て 使 用 す る 物 性 値 等 に つ い て は 、

既 往 評 価 で 用 い ら れ た も の の ほ か 、 施 設 運 用 上 の 管 理 値 や 実 測 値

等 を 考 慮 し て 設 定 す る 。  

な お 、 原 子 炉 容 器 、 蒸 気 発 生 器 、 加 圧 器 の 管 台 に つ い て は 、 耐

震 バ ッ ク チ ェ ッ ク 評 価 で は 各 々 容 器 の 一 部 と し て 評 価 を 行 っ て い

る が 、 ク リ フ エ ッ ジ 評 価 に お け る 裕 度 整 理 を 分 か り 易 い も の と す

る た め 、 本 評 価 で は 配 管 の 一 部 と し て 裕 度 を 整 理 す る 。 ま た 一 次

冷 却 材 管 の 分 岐 管 台 に つ い て も 、 本 評 価 で は 分 岐 管 の 一 部 と し て

裕 度 を 整 理 す る 。  
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図 ３ － １  構 造 強 度 の 評 価 手 順  

時刻歴 
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評 価 終 了  

NO 
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の算定 
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b. 動 的 機 能 維 持 の 評 価 方 法  

動 的 機 能 維 持 評 価 は 、 以 下 に 示 す 機 能 確 認 済 加 速 度 と の 比 較 、

あ る い は 詳 細 評 価 に よ り 実 施 す る 。  

動 的 機 能 維 持 の 評 価 手 順 を 図 ３ － ２ に 示 す 。  

 

(a) 機 能 確 認 済 加 速 度 と の 比 較  

基 準 地 震 動 Ｓ s に よ る 評 価 対 象 機 器 の 応 答 加 速 度 を 求 め 、 そ

の 加 速 度 が 機 能 確 認 済 加 速 度 以 下 で あ る こ と を 確 認 す る 。 な お 、

機 能 確 認 済 加 速 度 と は 、 立 形 ポ ン プ 、 横 形 ポ ン プ 、 お よ び ポ ン

プ 駆 動 用 タ ー ビ ン 等 、 機 種 毎 に 試 験 あ る い は 解 析 に よ り 動 的 機

能 維 持 が 確 認 さ れ た 加 速 度 で あ る 。  

 

(b) 詳 細 評 価  

機 能 確 認 済 加 速 度 の 設 定 さ れ て い な い 機 器 、 基 準 地 震 動 Ｓ s

に よ る 応 答 加 速 度 が 機 能 確 認 済 加 速 度 を 上 回 る 機 器 、 も し く は

裕 度 を よ り 精 緻 に 求 め た い 機 器 に つ い て は 、「 原 子 力 発 電 所 耐

震 設 計 技 術 規 程 JEAC4601-2008」 等 を 参 考 に 動 的 機 能 維 持 を 確

認 す る う え で 評 価 が 必 要 と な る 項 目 を 抽 出 し 、 対 象 部 位 毎 の 構

造 強 度 評 価 ま た は 動 的 機 能 維 持 評 価 を 行 い 、 発 生 値 が 評 価 基 準

値 を 満 足 し て い る こ と を 確 認 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

添付 5-(1)-3

(36/48)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ １  解 析 、 試 験 等 に よ る 検 討 。  

図 ３ － ２  動 的 機 能 維 持 の 評 価 手 順  

応答加速度が 

機能確認済加速度 
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の抽出 
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固有値解析 設置床の床応答スペクトル 
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応答加速度を算定 
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加速度との比較

によらない場合
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（ ３ ） 主 要 設 備 ・ 機 器 の 応 答 解 析  

a. １ 次 冷 却 設 備 の 地 震 応 答 解 析  

１ 次 冷 却 設 備 は 、 原 子 炉 容 器 を 中 心 と し て 蒸 気 発 生 器 ・ 一 次

冷 却 材 ポ ン プ・一 次 冷 却 材 管 か ら な る 複 数 の 一 次 冷 却 ル ー プ か

ら 構 成 さ れ て お り 、ま た 蒸 気 発 生 器 に は 主 蒸 気 管・主 給 水 管 が

接 続 さ れ て い る 。さ ら に 、こ れ ら の 機 器・配 管 は 耐 震 性 を 考 慮

し て 内 部 コ ン ク リ ー ト に 設 置 さ れ た 各 支 持 構 造 物 に よ り 支 持

さ れ て い る 。  

 し た が っ て 、１ 次 冷 却 設 備 の 地 震 応 答 解 析 で は 、上 記 の 各 設

備 を ３ 次 元 は り 質 点 系 に モ デ ル 化 し 、建 屋 モ デ ル と 連 成 し た 解

析 モ デ ル に よ り 基 準 地 震 動 Ss に よ る 時 刻 歴 応 答 解 析 を 実 施 す

る 。  

 解 析 は 水 平 方 向 （ NS お よ び EW の 両 方 向 ） お よ び 鉛 直 方 向

に つ い て 実 施 す る 。  

原 子 炉 本 体（ 原 子 炉 容 器 ）お よ び １ 次 冷 却 設 備（ 蒸 気 発 生 器 ・

一 次 冷 却 材 ポ ン プ・一 次 冷 却 材 管 ）に 作 用 す る 地 震 荷 重 を 算 定

す る た め の 解 析 モ デ ル 例 を 図 ３ － ３ に 示 す 。  

 １ 次 冷 却 設 備 や 主 蒸 気 管・主 給 水 管 に つ い て は 、配 管 要 素 お

よ び は り 要 素 に よ り 3 次 元 は り 質 点 系 に モ デ ル 化 し 、支 持 構 造

物 を モ デ ル 化 し た 等 価 ば ね 等 に よ り 建 屋 モ デ ル と の 連 成 を 行

う 。  
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図 ３ － ３  

１ 次 冷 却 設 備 の 建 屋 － 機 器 連 成 解 析 モ デ ル （ 例 ： 水 平 方 向 （ EW））  

 



 

添付 5-(1)-3

(39/48)

b. 一 般 的 な 機 器 ・ 配 管 系 の 地 震 応 答 解 析  

  a.項 に て 示 し た 建 屋 と 連 成 し て 地 震 応 答 解 析 を 行 う も の の 他 、

一 般 的 な 機 器 ・ 配 管 系 の 地 震 応 答 解 析 で は 、 振 動 特 性 等 に 応 じ た

モ デ ル 化 を 行 い 、 床 応 答 ス ペ ク ト ル 等 を 用 い た 地 震 応 答 解 析 を 行

う 。  

  機 器 ・ 配 管 系 の 地 震 応 答 解 析 モ デ ル 例 を 図 ３ － ４ ～ ６ に 示 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ － ４  地 震 応 答 解 析 モ デ ル （ 炉 心 支 持 構 造 物 等 の 例 ）  
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図 ３ － ５  地 震 応 答 解 析 モ デ ル （ 補 機 の 例 ）  
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図 ３ － ６  地 震 応 答 解 析 モ デ ル （ 配 管 系 の 例 ）  
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c. 地震応答解析に用いる減衰定数 

機器・配管系の地震応答解析に用いる減衰定数を表３－１に示す。 

減衰定数は、原則として耐震バックチェック評価等で認められている値とし、試

験等で妥当性が確認された値や諸外国の規格基準値も評価に用いる。 

 

表３－１ 機器・配管系の減衰定数 

減衰定数(%) 
対象設備 

水平方向 鉛直方向 

溶接構造物 1.0 1.0 

ボルトおよびリベット構造物 2.0 2.0 

ポンプ・ファン等の機械装置 1.0 1.0 

電気盤 4.0 1.0 

燃料集合体 ※１ 1.0 

制御棒駆動装置 5.0 1.0 

空調用ダクト 2.5 2.5 

クレーン 2.0 2.0 

１次冷却設備 3.0 1.0 

炉内計装引出管 2.5 2.5 

蒸気発生器伝熱管 
8.0(面外) 

15.0(面内) 
1.0 

使用済燃料ラック 1.0 1.0 

配管系 0.5～3.0 0.5～3.0 

 

  ※１ 振動試験結果に基づいて、設計用減衰定数は振幅依存性を持たせている。 
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（４） 許容値 

a. 構造強度の評価基準 

構造強度評価に用いる許容値は耐震バックチェック評価等で認められている値、

または試験等で妥当性が確認されている値を用いる。 

より、設備の実力を忠実に反映する観点で、規格基準で規定されている以外の許

容値を適用した設備および、その妥当性の検討結果を表３－２に示す。 
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表３－２ 規格基準より踏み込んだ許容値を用いた設備 

設備名 許容値 

蒸気発生器 伝熱管 許容値αmin(2.4Ｓｍ、2/3Ｓｕ）の代わりに JSME 設計・建設規格

に定められる設計引張強さＳuを使用した。 

規格基準に基づく許容値 

 αmin(2.4Ｓｍ、2/3Ｓu） 

＝1.34×min(2.4×164、2/3×539）＝481 

今回使用した許容値 

 αＳu＝1.34×539＝722 

※α：JEAC4601-2008 表 4.2.3.1-1 に基づく形状係数 

 

＜妥当性の説明＞ 

設計引張強さ Su は実測値（ミルシート値）の引張強さに比べ約

10％の余裕を持っている。また、蒸気発生器伝熱管は、管群が一体

となって振動し、管群内で変形によるひずみが制限されることから、

弾性解析での応力評価値が Suに達した場合であっても、ひずみ量は

破断ひずみに比べて十分に小さいため、保守的な評価になる。 
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b. 動的機能維持の許容値 

機能確認済加速度は、耐震バックチェック評価等で認められている値もしくは

試験等で妥当性が確認された値を用いる。 

機能確認済加速度を表３－３ に示す。 

詳細評価における構造強度評価の評価基準値は、耐震バックチェック評価等で

認められている値を用いる。また、部位毎の動的機能維持の許容値は、個別に試

験等で妥当性が確認されている値を用いる。 
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表３－３  機能確認済加速度（1/2） 

機能確認済加速度  

種別 機種 
加速度 

確認部位  
水平方向 

(Ｇ※１) 

鉛直方向 

(Ｇ※１) 

立形ポンプ 立形斜流ポンプ 
コラム 

先端部 
10.0 1.0 

横形単段遠心式ポンプ 

横形ポンプ 

横形多段遠心式ポンプ 

軸位置 

3.2 

(軸直角方向)

1.4 

(軸方向) 

1.0 

ポンプ駆動用 
タービン 

補助給水ポンプ用 

タービン 
重心位置 1.0 1.0 

横形ころがり軸受電動機 4.7 

横形すべり軸受電動機 2.6 

立形ころがり軸受電動機 
電動機 

立形すべり軸受電動機 

軸受部 

2.5 

1.0 

遠心直結型ファン 
軸受部および 

ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ
2.3 

遠心直動型ファン 2.6 
ファン 

軸流式ファン 
軸受部 

2.4 

1.0 

機関 
重心位置 

1.7 非常用 
ディーゼル 
発電機 

中速形 
ディーゼル機関 

ガバナ 
取付位置 

1.8 

1.0 

制御用 
空気圧縮機 

Ｖ型２気筒圧縮機 シリンダ部 2.2 1.0 

一般弁 
（グローブ弁、ゲート弁、 
バタフライ弁、逆止弁） 

6.0 6.0 

主蒸気隔離弁操作用電磁弁 6.1※２ 3.4※２ 

加圧器安全弁 13.0 3.0 

弁 
（一般弁および 

特殊弁） 

主蒸気安全弁 

駆動部 

13.0 
10.0※３ 

3.0 
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表３－３  機能確認済加速度（2/2） 

機能確認済加速度  
種別 機種 

加速度 
確認部位  水平方向 

(Ｇ ※１) 
鉛直方向 
(Ｇ ※１) 

主盤 
（原子炉盤、原子炉補助盤） 

8.00※４ 2.00※４ 

原子炉安全保護計装盤 20.00※４ 10.00※４ 

原子炉安全保護ロジック盤 7.10※４ 3.00※４ 

安全保護シーケンス盤 10.00※４ 10.00※４ 

現場操作盤 9.00※４ 7.80※４ 
中央制御室外原子炉停止盤 8.70※４ 7.50※４ 

ソレノイド分電盤 8.00※４ 12.00※４ 

ディーゼル発電機コントロールセ
ンタ 

7.10※４ 3.00※４ 

ディーゼル発電機盤 5.20※４ 2.00※４ 

タービン動補助給水ポンプ起動盤 6.00※４ 3.00※４ 

充てんポンプ速度制御盤 10.00※４ 10.00※４ 

充てんポンプ速度制御補助盤 5.80※４ 2.60※４ 

メタクラ 3.20※５ 1.10※４ 

パワーセンタ 4.24※６ 1.10※４ 

原子炉コントロールセンタ 7.10※４ 3.00※４ 

ドロッパ盤 5.00※４ 2.00※４ 

直流き電盤 3.07※４ 1.39※４ 

直流分電盤 8.00※４ 12.00※４ 

充電器盤 5.20※４ 2.00※４ 

インバータ（計装用電源盤） 12.00※４ 8.00※４ 

計装用分電盤 8.00※４ 12.00※４ 

計装用交流電源切替盤 7.10※４ 3.00※４ 

盤 

制御用空気圧縮機制御盤 7.10※４ 3.00※４ 

地震加速度計 1.60※４ 1.00※４ 

1 次冷却材高温側及び低温側温度
計（広域） 

15.00※４ 15.00※４ 

DG 出力電圧指示計 15.80※４ 17.20※４ 

計装器具 

その他の計器 

据付位置 

6.43※４ 2.37※４ 

※１ Ｇ＝9.80665(m/s2) 

※２ 独立行政法人 原子力安全基盤機構「平成 19 年度 原子力施設の耐震性評価技術に関する試験

及び調査 機器耐力その 4（弁）に係る報告書」 

※３ 固有振動数 20Hz 未満の安全弁 

※４ 既往試験（電力共通研究、メーカ社内試験等）により確認された数値 

※５ 独立行政法人 原子力安全基盤機構「平成 16 年度 原子力発電施設耐震信頼性実証に関する報

告書 機器耐力その１（横型ポンプ、電気品）」 

※６ 独立行政法人 原子力安全基盤機構「平成 15 年度 原子力発電施設耐震信頼性実証に関する報

告書 機器耐力その１（横型ポンプ、電気品）」 



        

 

 

原子炉起動時における制御棒の異常

な引き抜き 

出力運転中の制御棒の異常な引き抜き

制御棒の落下及び不整合 

原子炉冷却材中のほう素の異常な希釈

原子炉冷却材流量の部分喪失 

原子炉冷却材系の停止ループの誤起

動 

蒸気負荷の異常な増加 

2 次冷却系の異常な減圧 

蒸気発生器への過剰給水 

主給水流量喪失 

外部電源喪失 

原子炉冷却材系の異常な減圧 

出力運転中の非常用炉心冷却系の誤

起動  

 

 

 

 

 

運

転

時

の

異

常

な

過

渡

変

化 

負荷の喪失 

原子炉冷却材流量の喪失 

原子炉冷却材ポンプの軸固着 

主給水管破断 

主蒸気管破断 

蒸気発生器伝熱管破損 

制御棒飛び出し 

 

 

 

事 

 

故 

原子炉冷却材喪失 

 

起因事象 

主給水喪失 

外部電源喪失 

過渡事象 

2 次冷却系の 

破断 

蒸気発生器 

伝熱管破損 

大破断 LOCA 

中破断 LOCA 

小破断 LOCA 

ATWS 

内的事象 PSA を考えた場
合、追加する起因事象 

補機冷却水の

喪失 

余熱除去系 

隔離弁 LOCA 

手動停止 

 

 
 

起因事象 
発生可能性

の有無 
検討内容 

主給水喪失 有 

主給水喪失シナリオとして考慮。 

対象とする地震動の範囲において、保守的に主給水系の

損傷を仮定する。過渡事象は主給水喪失シナリオに含有。 

外部電源喪失 有 外部電源喪失シナリオとして考慮。 

2 次冷却系の破断 有 ２次系冷却系の破断シナリオとして考慮。 

格納容器バイパス 有 格納容器バイパスシナリオとして考慮。 

大破断 LOCA 有 大破断 LOCA シナリオとして考慮。 

中破断 LOCA 有 中破断 LOCA シナリオとして考慮。 

小破断 LOCA 有 小破断 LOCA シナリオとして考慮。 

ATWS 有 原子炉トリップに失敗した場合は炉心損傷として扱う。 

補機冷却水の喪

失 有 補機冷却水の喪失シナリオとして考慮。 

手動停止 無 

原子炉が自動停止する地震加速度以上の地震を対象と

することから対象外。原子炉自動停止に失敗した場合に

は ATWS として考慮。 

 
地震ＰＳＡを考えた場合に追加する起因事象 

起因事象 発生可能性

の有無 検討内容 

炉心損傷直結 有 地震により当該機器等が機能喪失に至ることで、即、炉

心損傷につながる。 
 

地震を起因とした炉心損傷に至る起因事象 

設置許可添付十における起因事象（被ばく評価を除く） 

（大飯発電所 原子炉設置許可申請書より） 

内的事象 PSA における起因事象 

（大飯 3 号機 PSR 報告書より） 

地震を起因とした炉心損傷に至る起因事象 

起因事象 
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各起因事象におけるイベントツリー（地震：炉心損傷） 
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失敗

成功

起因事象： 主給水喪失(外部電源あり）

成功

成功

成功

失敗

原子炉停止

補助給水による蒸気発

生器への給水

（電動またはタービン

動）

主蒸気逃がし弁による

熱放出
（自動/手動・中央制御

室）

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系による

冷却

冷却成功

失敗

成功

失敗

炉心損傷

主給水喪失

失敗

失敗
失敗

成功

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による

原子炉への給水

加圧器逃がし弁に

よる熱放出（手動・

中央制御室）

炉心損傷

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による

再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

炉心損傷

炉心損傷

冷却成功

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリードシナリオ
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成功

成功

成功

失敗

成功

失敗

失敗

成功

成功
成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

主給水喪失（外部電源な

し）、外部電源喪失
原子炉停止

補助給水による蒸気発

生器への給水

（電動またはタービン

動）

主蒸気逃がし弁による

熱放出
（自動/手動・中央制御

室）非常用所内電源
からの給電

補助給水による蒸気発

生器への給水

（タービン動（消防ポン

プによる復水ピットへ

の給水を含む））

主蒸気逃がし弁による

熱放出
（手動・現場）

蓄圧注入による

ほう酸水の給水

炉心損傷

空冷式非常用発電
装置からの給電

炉心損傷
失敗

冷却成功

起因事象： 主給水喪失（外部電源なし）

失敗

成功

成功

失敗成功

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による

原子炉への給水

加圧器逃がし弁

による熱放出（手

動・中央制御室）

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

高圧注入による

再循環炉心冷却

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

冷却成功

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系による

冷却

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

冷却成功

*1 フィードアンドブリード

シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリードシナリオ

失敗

失敗

失敗

炉心損傷

炉心損傷

成功

失敗

炉心損傷

起因事象： 外部電源喪失

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策シナリオ

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行
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成功

成功

失敗

失敗

補機冷却水の
喪失

原子炉停止

主蒸気逃がし弁による
熱放出

（手動・現場）

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

炉心損傷

空冷式非常用発電
装置からの給電

炉心損傷
失敗

冷却成功

起因事象： 補機冷却水の喪失

炉心損傷

炉心損傷

成功

失敗

炉心損傷

成功
非常用所内電源

からの給電

失敗

成功
成功

失敗

主蒸気逃がし弁による
熱放出

（手動・現場）

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

炉心損傷

炉心損傷

補助給水による蒸気発
生器への給水（電動ま
たはタービン動(消防ポ
ンプによる復水ピットへ

の給水を含む））

冷却成功

炉心損傷

成功

失敗成功

失敗

補助給水による蒸気発
生器への給水

（タービン動（消防ポン
プによる復水ピットへ

の給水を含む））



各起因事象におけるイベントツリー（地震：炉心損傷） 
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失敗

失敗
成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

2次冷却系の破断 原子炉停止

高圧注入による
原子炉への給水

格納容器スプレイ
による格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による
再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器スプレイによる
再循環格納容器冷却

炉心損傷

炉心損傷

冷却成功

成功

起因事象： 2次冷却系の破断

炉心損傷

炉心損傷

非常用所内電源

からの給電

失敗

成功

炉心損傷

加圧器逃がし弁

による熱放出（手
動・中央制御室）



各起因事象におけるイベントツリー（地震：炉心損傷） 
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-
(
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)
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(
5
/
7
)

失敗

失敗大破断LOCA

低圧注入による
原子炉への給水蓄圧注入によるほ

う酸水の給水

冷却成功

炉心損傷

炉心損傷
失敗

成功

成功

低圧注入による
再循環炉心冷却

成功

高圧注入による
再循環炉心冷却

成功

失敗

炉心損傷

格納容器スプレイによる
再循環格納容器冷却

成功

失敗

炉心損傷

冷却成功

起因事象： 大破断LOCA

失敗

成功

炉心損傷

非常用所内電源
からの給電



各起因事象におけるイベントツリー（地震：炉心損傷） 
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成功

中破断LOCA

低圧注入による
原子炉への給水

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

冷却成功

成功

高圧注入による
原子炉への給水

格納容器スプレイ
による格納容器除熱

低圧注入による
再循環炉心冷却

高圧注入による
再循環炉心冷却

成功

失敗

成功

失敗

格納容器スプレイによる
再循環格納容器冷却

成功

失敗

冷却成功

成功

失敗
炉心損傷

主蒸気逃がし弁
による熱放出

（手動・中央制御室）

成功

失敗

炉心損傷

成功

失敗

炉心損傷

失敗

起因事象： 中破断LOCA

*1主蒸気逃がし弁による熱放出シナリオ

*1主蒸気逃がし弁によ
る熱放出シナリオへ移

行

*1主蒸気逃がし弁によ
る熱放出シナリオへ移

行

*1主蒸気逃がし弁によ
る熱放出シナリオへ移

行

失敗
炉心損傷

成功

失敗

炉心損傷

補助給水による蒸気発生器
への給水（電動またはタービン

動）

失敗

成功

炉心損傷

非常用所内電源
からの給電



各起因事象におけるイベントツリー（地震：炉心損傷） 
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-
(
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)
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失敗

成功

成功

失敗

小破断LOCA 原子炉停止

補助給水による蒸気
発生器への給水

（電動またはタービン動）

起因事象： 小破断LOCA

失敗

成功

失敗
成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による
原子炉への給水

炉心損傷

格納容器スプレイ
による格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による
再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器スプレイによる
再循環格納容器冷却

炉心損傷

炉心損傷

冷却成功

*1 フィードアンドブリードシナリオ

高圧注入による
原子炉への給水

成功

成功

失敗

格納容器スプレイ
による格納容器除熱

高圧注入による
再循環炉心冷却

格納容器スプレイによる
再循環格納容器冷却

成功

失敗

冷却成功

低圧注入による原
子炉への給水

炉心損傷

低圧注入による
再循環炉心冷却

成功

失敗

成功

失敗
炉心損傷

主蒸気逃がし弁による
熱放出（手動・中央制御

室）

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

成功

失敗

炉心損傷

成功

失敗

失敗

*2 主蒸気逃がし弁による熱放出シナリオ

*2 主蒸気逃がし弁によ
る熱放出シナリオへ移行

*2 主蒸気逃がし弁による
熱放出シナリオへ移行

*2 主蒸気逃がし弁による
熱放出シナリオへ移行

成功

失敗

主蒸気逃がし弁によ
る熱放出
（自動）

成功

失敗

*1 フィードアンドブリー
ドシナリオへ

移行

炉心損傷

失敗

成功

炉心損傷

非常用所内電源
からの給電

加圧器逃がし弁に
よる熱放出（手動・

中央制御室）

冷却成功

炉心損傷

成功
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耐震裕度評価結果（地震：炉心損傷） 
起因事象に関連する設備 

起因事象 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

主給水喪失 工学的判断 

外部電源喪失 工学的判断 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 

補機冷却水の喪失 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

※評価値は 1.7Ss に対する値であるため、裕度=許容値／評価値×1.7 として算出 
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主蒸気系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 117 257 2.19 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

２次冷却系の破断 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

加圧器 C/V S 構造損傷 MPa 133 430 3.23 

加圧器サージ管 C/V S 構造損傷 MPa 210 460 2.19 

RHR 高温側吸込み配管 C/V S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

SIS高圧注入ポンプ及び余熱除去ポンプ高

温側配管 
C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

大破断ＬＯＣＡ 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

加圧器スプレイライン配管 C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

CVCS 抽出配管 C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

充てん注入ライン配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 144 383 2.65 

格納容器冷却材ドレン配管 C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

中破断ＬＯＣＡ 

SIS 高圧注入ポンプ高温側配管 C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

※経年変化事象として流れ加速型腐食を考慮し、エルボ下流部などに必要最小肉厚(tsr)まで周軸方向に一様減肉した状態をモデル化し耐震計

算を行い算出 
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加圧器安全弁配管 C/V S 構造損傷 MPa 202 464 2.29 

加圧器逃がし弁配管 C/V S 構造損傷 MPa 202 464 2.29 小破断ＬＯＣＡ 

1次冷却材圧力バウンダリ接続小口径配管 C/V S 構造損傷 MPa 228 464 2.03 

格納容器バイパス 蒸気発生器（内部構造物） C/V S 構造損傷 MPa 213 471 2.21 

原子炉建屋 － － 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

原子炉補助建屋 － － 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

主盤（原子炉盤） C/B S 機能損傷 G 0.94 2.00 2.12 

原子炉補助盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 2.00 2.12 

中央制御室外原子炉停止盤 E/B S 機能損傷 G 1.82 8.70 4.78 

原子炉安全保護計装盤 C/B S 構造損傷 MPa 21 210 10.00 

原子炉安全保護ロジック盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

安全保護シーケンス盤 C/B S 機能損傷 G 2.16 10.00 4.62 

ソレノイド分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

炉内計装引出管 C/V S 構造損傷 MPa 134 345 2.57 

炉内構造物 C/V S 構造損傷 MPa 37 483 13.05 

炉心支持構造物 C/V S 構造損傷 MPa 168 391 2.32 

炉心損傷直結 

原子炉容器 C/V S 構造損傷 MPa 131 375 2.86 
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蒸気発生器 C/V S 構造損傷 MPa 198 474 2.39 

１次冷却材ポンプ C/V S 構造損傷 MPa 171 372 2.17 

制御棒駆動装置 C/V S 構造損傷 MPa 82 219 2.67 

1 次冷却材管 C/V S 構造損傷 MPa 130 348 2.67 

電動弁 

C/B 

E/B 

C/V 

S 機能損傷 MPa 148 329 2.22 
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影響緩和機能（フロントライン系）に関連する設備 

ﾌﾛﾝﾄ 

ﾗｲﾝ系 
設備 

設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

原
子
炉
停
止 

地震加速度計 

(制御用地震計) 
E/B S 機能損傷 G 0.51 1.00  1.96  

ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非
常
用
所
内
電
源
か
ら
の 

給
電 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

復水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

蒸気発生器水位計（狭域） C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

電動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

補
助
給
水
に
よ
る
蒸
気
発
生
器

へ
の
給
水
（
電
動
） 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

※経年変化事象として流れ加速型腐食を考慮し、エルボ下流部などに必要最小肉厚(tsr)まで周軸方向に一様減肉した状態をモデル化し耐震計

算を行い算出 
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復水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

蒸気発生器水位計（狭域） C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

タービン動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

タービン動補助給水ポンプ起動盤 E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

補
助
給
水
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水 

（
タ
ー
ビ
ン
動
） 

主蒸気系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 117 257 2.19 

主蒸気逃がし弁 E/B S 機能損傷 MPa 58 329 5.67 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

主蒸気圧力計 E/B S 機能損傷 G 0.71 2.37 3.33 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ
る
熱
放
出

（
自
動
／
手
動
・
中
央
制
御
室
） 主蒸気隔離弁（電磁弁を含む） E/B S 機能損傷 G 1.8 6.1 3.38 

※経年変化事象として流れ加速型腐食を考慮し、エルボ下流部などに必要最小肉厚(tsr)まで周軸方向に一様減肉した状態をモデル化し耐震計

算を行い算出 
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うず巻式充てんポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

往復動式充てんポンプ E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

充てんポンプ速度制御盤 E/B S 機能損傷 G 1.02 10.00 9.80 

充てんポンプ速度制御補助盤 E/B S 機能損傷 G 0.68 2.60 3.82 

充てんポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

再生熱交換器 C/V S 構造損傷 MPa 88 192 2.18 

封水注入フィルタ E/B S 構造損傷 MPa 95 253 2.66 

ほう酸ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

ほう酸ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

ほう酸タンク E/B S 
構造損傷 

（座屈） 
MPa 0.45 1 2.22 

ほう酸フィルタ E/B S 構造損傷 MPa 18 267 14.83 

充てん注入ライン配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 144 383 2.65 

充てん系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

充
て
ん
系
に
よ
る
ほ
う
酸
の
添
加 

加圧器水位計 C/V S 機能損傷 G 0.69 2.37 3.43 

余熱除去ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

余熱除去ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

余
熱
除
去
系
に
よ
る
冷
却 RHR 高温側吸込み配管 C/V S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 



 

添
付

5
-
(
1
)
-
6

(
8
/
1
6
)

余熱除去系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

高圧注入ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

高圧注入ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

高
圧
注
入
に
よ
る 

原
子
炉
へ
の
給
水 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

加
圧
器
逃
が
し
弁
に
よ
る
熱
放

出
（
手
動
・
中
央
制
御
室
） 

加圧器逃がし弁 C/V S 機能損傷 MPa 148 329 2.22 
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格納容器スプレイポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

格納容器スプレイポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 

格納容器圧力計（広域） E/B S 機能損傷 G 1.82 6.43 3.53 

よう素除去薬品タンク E/B S 構造損傷 MPa 22 270 12.27 

格納容器スプレイヘッダ C/V S 構造損傷 MPa 105 379 3.60 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ 

に
よ
る
格
納
容
器
除
熱 

格納容器スプレイ系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

高圧注入ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

高
圧
注
入
に
よ
る 

再
循
環
炉
心
冷
却 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

格納容器スプレイポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

格納容器スプレイポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
に

よ
る 

再
循
環
格
納
容
器
冷
却 よう素除去薬品タンク E/B S 構造損傷 MPa 22 270 12.27 
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格納容器スプレイヘッダ C/V S 構造損傷 MPa 105 379 3.60 

格納容器スプレイ系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

復水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

蒸気発生器水位計（狭域） C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

タービン動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

タービン動補助給水ポンプ起動盤 E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

主蒸気系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 117 257 2.19 

補
助
給
水
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水(

タ
ー
ビ
ン
動

（
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
給
水
を
含
む
）) 可搬式消防ポンプ、ホース 屋外 － － 

可搬式消防ポンプ、ホースは地

震による影響がないように保管
－ 

主蒸気逃がし弁 E/B S 機能損傷 MPa 58 329 5.67 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

主蒸気圧力計 E/B S 機能損傷 G 0.71 2.37 3.33 

主
蒸
気
逃
が
し
弁
に
よ

る
熱
放
出
（
手
動
・
現

場
） 

主蒸気隔離弁（電磁弁を含む） E/B S 機能損傷 G 1.8 6.1 3.38 

※経年変化事象として流れ加速型腐食を考慮し、エルボ下流部などに必要最小肉厚(tsr)まで周軸方向に一様減肉した状態をモデル化し耐震計

算を行い算出 
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復水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

蒸気発生器水位計（狭域） C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

電動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

タービン動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

タービン動補助給水ポンプ起動盤 E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

主蒸気系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 117 257 2.19 

補
助
給
水
に
よ
る
蒸
気
発
生
器
へ
の
給
水(

電
動
ま
た
は

タ
ー
ビ
ン
動
（
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
復
水
ピ
ッ
ト
へ
の
給

水
を
含
む
）)

 

可搬式消防ポンプ、ホース 屋外 － － 
可搬式消防ポンプ、ホースは地

震による影響がないように保管
－ 

蓄圧タンク C/V S 構造損傷 MPa 99 254 2.56 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

蓄圧タンク注入系配管 C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

蓄
圧
注
入
に
よ
る 

 
 

 

ほ
う
酸
水
の
給
水 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

※経年変化事象として流れ加速型腐食を考慮し、エルボ下流部などに必要最小肉厚(tsr)まで周軸方向に一様減肉した状態をモデル化し耐震計

算を行い算出 
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空冷式非常用発電装置 屋外 － 
1.84×Ss に対し、転倒しないことを確認。ま

た地震の影響がないように保管。 
1.84 

空
冷
式
非
常

用
発
電
装
置

か
ら
の
給
電 空冷式非常用発電装置 中継・接続盤 E/B S 構造損傷 MPa 16 168 10.50 

余熱除去ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

余熱除去ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

余熱除去ポンプ出口流量計 E/B S 機能損傷 G 0.51 2.37 4.64 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

余熱除去系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

低
圧
注
入
に
よ
る
原
子
炉
へ
の
給
水 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 
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余熱除去ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

余熱除去ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

余熱除去系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

低
圧
注
入
に
よ
る 

再
循
環
炉
心
冷
却 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 
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影響緩和機能（サポート系）に関連する設備 

サポート系 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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サポート系 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 

制御用空気圧縮機制御盤 E/B S 機能損傷 G 0.80 3.00 3.75 

制御用空気圧縮機 E/B S 機能損傷 G 0.56 1.0 1.78 

制御用空気だめ E/B S 構造損傷 MPa 57 243 4.26 

制御用空気乾燥器 E/B S 構造損傷 MPa 29 223 7.68 

制御用空気系 

制御用空気供給母管圧力計 E/B S 機能損傷 G 1.82 6.43 3.53 

※評価値は 1.7Ss に対する値であるため、裕度=許容値／評価値×1.7 として算出 
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サポート系 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

制御用空気系配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

格納容器圧力計（広域） E/B S 機能損傷 G 1.82 6.43 3.53 
安全注入信号 

加圧器圧力計 C/V S 機能損傷 G 3.87 6.43 1.66 

燃料取替用水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

余熱除去系配管 E/B S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

格納容器スプレイ系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

燃料取替用水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 E/B S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

ＲＷＳＰ 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 

格納容器再循環サンプ A，B C/V S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

燃料取替用水ピット水位計 E/B S 機能損傷 G 0.66 2.37 3.59 
再循環切替 

格納容器再循環サンプ配管 C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

 



フロントライン系とサポート系の関連表（地震：炉心損傷） 

 
 

主給水喪失（外部電源あり） 

添
付
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-
(
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電動 タービン動

6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

115V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッテリー ○

CCW ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系 ○ ○

再循環切替 ○ ○

RWSP ○ ○

サポート系

フロントライン系

高圧注入による
原子炉への給水

充てん系による
ほう酸の添加

余熱除去系による冷
却

補助給水による蒸気発生器への給水
格納容器スプレイに
よる格納容器除熱

格納容器スプレイに
よる再循環格納容器

冷却

高圧注入による
再循環炉心冷却

主蒸気逃がし弁によ
る熱放出

（自動/手動・中央制
御室）

加圧器逃がし弁によ
る熱放出

（手動・中央制御室）
原子炉停止



フロントライン系とサポート系の関連表（地震：炉心損傷） 
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主給水喪失（外部電源なし） 

外部電源喪失 

電動 タービン動
タービン動（消防ポン
プによる復水ピットへ

の給水を含む)

6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

115V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッテリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CCW ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系 ○ ○

再循環切替 ○ ○

RWSP ○ ○

高圧注入による
原子炉への給水

フロントライン系

充てん系による
ほう酸の添加

余熱除去系による冷
却

非常用所内電源
からの給電

格納容器スプレイに
よる格納容器除熱

高圧注入による
再循環炉心冷却

原子炉停止

サポート系

主蒸気逃がし弁によ
る熱放出

（手動・現場）

空冷式非常用
発電装置からの給電

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

主蒸気逃がし弁によ
る熱放出

（自動/手動・中央制
御室）

加圧器逃がし弁によ
る熱放出

（手動・中央制御室）

格納容器スプレイに
よる再循環格納容器

冷却

補助給水による蒸気発生器への給水



フロントライン系とサポート系の関連表（地震：炉心損傷） 

補機冷却水の喪失 
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電動またはタービン
動（消防ポンプによる
復水ピットへの給水

を含む)

タービン動（消防ポン
プによる復水ピットへ

の給水を含む)

6.6kV AC電源 ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

115V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッテリー ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源 － ○

CCW

海水系 ○ ○

制御用空気系

再循環切替

RWSP

サポート系

空冷式非常用
発電装置からの給電

フロントライン系

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

主蒸気逃がし弁によ
る熱放出

（手動・現場）

非常用所内電源
からの給電

補助給水による蒸気発生器への給水

原子炉停止



フロントライン系とサポート系の関連表（地震：炉心損傷） 

２次冷却系の破断 

添
付

5
-
(
1
)
-
7

(
4
/
7
)
 

6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

115V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッテリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源 － ○ ○ ○ ○ ○

CCW ○ ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系 ○

再循環切替 ○ ○

RWSP ○ ○

非常用所内電源
からの給電

格納容器スプレイに
よる格納容器除熱

高圧注入による
再循環炉心冷却

サポート系

加圧器逃がし弁によ
る熱放出

（手動・中央制御室）

格納容器スプレイに
よる再循環格納容器

冷却

高圧注入による
原子炉への給水

フロントライン系

原子炉停止



フロントライン系とサポート系の関連表（地震：炉心損傷） 

大破断 LOCA 

添
付

5
-
(
1
)
-
7

(
5
/
7
)
 

6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○

115V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○

バッテリー ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源 － ○ ○ ○ ○

CCW ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系

安全注入信号 ○

再循環切替 ○ ○ ○

RWSP ○

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

サポート系

フロントライン系

低圧注入による
原子炉への給水

低圧注入による
再循環炉心冷却

高圧注入による
再循環炉心冷却

格納容器スプレイに
よる再循環格納容器

冷却

非常用所内電源
からの給電



フロントライン系とサポート系の関連表（地震：炉心損傷） 

中破断 LOCA 

添
付

5
-
(
1
)
-
7

(
6
/
7
)
 

電動 タービン動

6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

115V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッテリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CCW ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系 ○

安全注入信号 ○

再循環切替 ○ ○ ○

RWSP ○ ○ ○

主蒸気逃がし弁によ
る熱放出

（手動・中央制御室）

非常用所内電源
からの給電

フロントライン系

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

サポート系

低圧注入による
再循環炉心冷却

高圧注入による
原子炉への給水

格納容器スプレイに
よる格納容器除熱

高圧注入による
再循環炉心冷却

格納容器スプレイに
よる再循環格納容器

冷却

補助給水による蒸気発生器への給水
低圧注入による
原子炉への給水



フロントライン系とサポート系の関連表（地震：炉心損傷） 

 

小破断 LOCA 

添
付

5
-
(
1
)
-
7

(
7
/
7
)
 

電動 タービン動

6.6kV AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

115V AC電源 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バッテリー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

非常用所内電源 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CCW ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

海水系 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御用空気系 ○ ○ ○

安全注入信号 ○

再循環切替 ○ ○ ○

RWSP ○ ○ ○

サポート系

高圧注入による
原子炉への給水

フロントライン系

格納容器スプレイに
よる格納容器除熱

高圧注入による
再循環炉心冷却

低圧注入による
原子炉への給水

低圧注入による
再循環炉心冷却

非常用所内電源
からの給電

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

主蒸気逃がし弁によ
る熱放出

（手動・中央制御室）

加圧器逃がし弁によ
る熱放出

（手動・中央制御室）

補助給水による蒸気発生器への給水
主蒸気逃がし弁によ

る熱放出
（自動）

格納容器スプレイに
よる再循環格納容器

冷却
原子炉停止



系統の説明

：原子炉停止

：炉心損傷直結起因事象

原子炉安全
保護

ロジック盤

安全保護ロジック盤の
機能損傷は炉心損傷直結の要因として考慮

原子炉
トリップ

遮断器盤

原子炉トリップ信号

添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
1
/
2
5
)

地震加速度計（制御用地震計）

原子炉トリップにより、
炉心に制御棒が挿入され、
炉心は安全に停止

燃料

制御棒

燃料

制御棒

原子炉停止（フロントライン系）

④：115V AC 電源（加速度

監視）

④：115V AC 電源（プラン

ト信号処理）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。



添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
2
/
2
5
)

非常用所内電源からの給電（フロントライン系）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

③-1：125V DC電源（起動、運転）
④：115V AC電源（制御）

⑤バッテリー

燃料油
サービスタンク

内燃機関
（ディーゼル機関）

ディーゼル
発電機制御盤

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

②-2：440V AC電源

（電力供給）

⑦：海水系（内燃機関冷却）

メタクラへ

DG出力

電圧指示計

起動空気だめ
（始動空気だめ）

DG関連配管

（燃料油配管等）



復水
ピット

M

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

④：115V AC電源
（SG水位監視）

電動補助給水ポンプ

蒸
気
発
生
器LI

②-2：440V AC電源

（給水流量調整）

蒸気発生器
水位計（狭域）

タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ
入
口

タ
ー
ビ
ン
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ
出
口

添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
3
/
2
5
)

M

D.C.M

M

補助給水による蒸気発生器への給水（電動）（フロントライン系）

SG水位低信号（自動起動）

補助給水系配管

主
給
水
系
統

主給水系配管

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。



復水
ピット

F.O.

タービン動補助給水ポンプ

D.C.

D.C.

主蒸気管B

主蒸気管D
D.C.

D.C.

③-1：125V DC電源

（ポンプ起動（起動弁開操作））

④：115V AC電源
（SG水位監視）

蒸
気
発
生
器LI

M

M

電
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ
出
口

添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
4
/
2
5
)

電動補助
給水ポンプ入口

D.C.

M

M

M

M

M

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動）（フロントライン系）

起動盤

SG水位低信号（自動起動）

主
給
水
系
統

主給水系配管

主蒸気系配管

補助給水系配
管

蒸気発生器
水位計（狭域）

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。



高圧タービン

主蒸気逃がし弁

M

F.C

蒸
気
発
生
器

補助給水系統

F.C.

③-2：125V DC電源（空気弁制御電磁弁動作）

⑧：制御用空気系
（主蒸気逃がし弁（空気弁）開放）

添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
5
/
2
5
)

主蒸気逃がし弁による熱放出（自動／手動・中央制御室）（フロントライン系）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

プラント状態監視
1次冷却材高温側及び低温側温度計（広域）
1次冷却材圧力計
④：115V AC電源

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

主蒸気圧力計

PI

タービンバイパス
等

主蒸気隔離弁

③-2：125V DC電源

（主蒸気隔離弁制御電磁弁動作）
④：115V AC電源

（主蒸気逃がし弁自動作動）
（主蒸気隔離弁自動作動）



①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）

加圧器水位計
④：115V AC電源（加圧器水位監視）
⑥：CCW（ポンプ冷却（モーター・軸））

②-2：440V AC電源

（ポンプ運転）

②-2：440V AC電源

（弁動作）

ほう酸タンク

L.O.

ほう酸ポンプ

1次系

純水
タンク

M

RCS
低温側

RCS

再生熱交換器 うず巻式充てんポンプ

往復動式充てんポンプ

M

封水注入
ライン

封水注入フィルタ

ほう酸フィルタ

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）

加圧器水位計
④：115V AC電源（加圧器水位監視）
⑥：CCW（ポンプ冷却（モーター・軸）） 添

付
5
-
(
1
)
-
8

(
6
/
2
5
)

M

充てん系によるほう酸の添加（フロントライン系）

現場操作箱

充てんポンプ速
度制御盤

充てんポンプ速度
制御補助盤

体積制御タンク

充てん系配管

充てん注入ライン配管（C/L側）

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

現場操作箱



RCS
高温側

余熱除去冷却器

RCS
低温側

RCS
高温側

余熱除去ポンプ

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）
⑥：CCW（ポンプ冷却（モーター・軸））

②-2：440V AC電源

（弁開放操作）

⑥：CCW
（余熱除去冷却器冷却）

M

M

添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
7
/
2
5
)

M

M

格納容器
再循環サンプ

余熱除去系による冷却（フロントライン系）

現場操作箱 RHR高温側吸込み配管

高圧注入系
配管（C/L側）

蓄圧タンク注入
配管（C/L側）

余熱除去系配管低圧注入配管（C/L側）

蓄
圧
注
入

系
統

高
圧
注
入

系
統

高
圧
注
入

系
統

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

RWSP

②-2：440V AC電源

（電動弁閉止）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

プラント状態監視
1次冷却材高温側及び低温側温度計（広域）
1次冷却材圧力計
④：115V AC電源

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

M

M

M

②-2：440V AC電源

（弁開放操作）

M



①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）
⑥：CCW（ポンプ冷却（モーター・軸））

⑨：安全注入信号（ポンプ自動起動）

RCS
高温側

RCS
低温側

高圧注入ポンプ

⑪：RWSP

M

添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
8
/
2
5
)

M

M

格納容器
再循環サンプ

高圧注入による原子炉への給水（フロントライン系）

現場操作箱

高圧注入系配管

低圧注入
配管（C/L側）

蓄圧タンク注入
配管（C/L側）

高圧注入系配管（C/L側）

蓄
圧
注
入

系
統

余
熱
除
去

系
統

余
熱
除
去

系
統

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。



③-2：125V DC電源（空気弁制御電磁弁動作）

⑧：制御用空気系（加圧器逃がし弁（空気弁）開放）

M

CVCS補助スプレイ

F.C.

F.C.

加圧器逃がし弁

加圧器

RCS

添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
9
/
2
5
)

M

加圧器逃がしタンク

加圧器逃がし弁による熱放出（手動・中央制御室）（フロントライン系）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

F.C.



①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）
⑥：CCW（ポンプ冷却（モーター・軸）

②-2：440V AC電源（弁開放操作）

格納容器スプレイ冷却器

よう素除去
薬品タンク

格納容器スプレイポンプ

M

⑪：RWSP

格納容器

M

蒸気発生器

加圧器

ＲＣＰ
原子炉

PI

格納容器
圧力計（広域）

④：115V AC電源

（格納容器圧力監視）

添
付
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)
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8

(
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/
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)

格納容器
再循環サンプ

格納容器スプレイによる格納容器除熱（フロントライン系）

現場操作箱

格納容器スプレイ系配管

格納容器スプレイヘッダ

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。



①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
⑥：CCW（ポンプ冷却（モーター・軸））

RCS
高温側

RCS
低温側

高圧注入ポンプ

M

②-2：440V AC電源（弁閉止操作）

⑩：再循環切替（再循環自動切替信号（自動閉））
添

付
5
-
(
1
)
-
8

(
1
1
/
2
5
)

M

格納容器
再循環サンプ

RWSP

RWSP

高圧注入による再循環炉心冷却（フロントライン系）

現場操作箱

高圧注入系配管

低圧注入
配管（C/L側）

蓄圧タンク注入
配管（C/L側）

蓄
圧
注
入

系
統

余
熱
除
去

系
統

余
熱
除
去

系
統

高圧注入系配管（C/L側）

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

M

M

②-2：440V AC電源（弁開放操作）

⑩：再循環切替（再循環自動切替信号（自動開））

M

②-2：440V AC電源

（高温側再循環移行時に開放）



①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
⑥：CCW（ポンプ冷却（モーター・軸））

⑥：CCW
（格納容器スプレイ
冷却器冷却）

格納容器スプレイ冷却器

格納容器スプレイヘッダ

よう素除去
薬品タンク

格納容器スプレイポンプ

格納容器

蒸気発生器

加圧器

ＲＣＰ
原子炉

M

添
付

5
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)
-
8

(
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/
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5
)

M

格納容器
再循環サンプ

格納容器スプレイによる再循環格納容器冷却（フロントライン系）

現場操作箱

格納容器スプレイ系配管

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

M

②-2：440V AC電源（弁閉止操作）

⑩：再循環切替（再循環自動切替信号
（自動閉））

RWSP

M

②-2：440V AC電源（弁開放操作）

⑩：再循環切替（再循環自動切替信号（自動開））

M

②-2：440V AC電源

（弁開放操作）



復水
ピット

F.O.

タービン動補助給水ポンプ

D.C.

D.C.

主蒸気管B

主蒸気管D
D.C.

D.C.

D.C.

③-1：125V DC電源
（ポンプ起動 （起動弁開操作））

⑤バッテリー

④：115V AC電源
（SG水位監視）

⑤バッテリー

蒸
気
発
生
器LI

M

M

電
動
補
助

給
水
ポ
ン
プ
出
口

電動補助
給水ポンプ入口

添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
1
3
/
2
5
)

海水

ホース

M

M

M

M

M

可搬式
消防ポンプ

補助給水による蒸気発生器への給水
（タービン動（消防ポンプによる復水ピットへの給水を含む））（フロントライン系）

起動盤

SG水位低信号（自動起動）

主
給
水
系
統

主給水系配管

主蒸気系配管

補助給水系配管

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

蒸気発生器
水位計（狭域）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。



高圧タービン

主蒸気逃がし弁

M

F.C

蒸
気
発
生
器

補助給水系統

タービンバイパス
等

F.C.

手動操作

添
付

5
-
(
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)
-
8

(
1
4
/
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5
)

主蒸気逃がし弁による熱放出（手動・現場）（フロントライン系）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

プラント状態監視
1次冷却材高温側及び低温側温度計（広域）
1次冷却材圧力計
④：115V AC電源

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

PI

③-2：125V DC電源

（主蒸気隔離弁制御電磁弁動作）

主蒸気隔離弁

④：115V AC電源

（主蒸気隔離弁自動作動）

主蒸気圧力計



RCS
低温側

蓄圧タンク

添
付
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(
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)
-
8

(
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/
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蓄圧注入によるほう酸水の給水（フロントライン系）

蓄圧タンク注入系配管

蓄圧タンク注入配管（C/L側）

高圧注入系
配管（C/L側）

高
圧
注
入

系
統

低圧注入
配管（C/L側）

余
熱
除
去

系
統

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

プラント状態監視
1次冷却材高温側及び低温側温度計（広域）
1次冷却材圧力計
④：115V AC電源

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

M
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DG DG制御盤

①6.6kV AC 電源

②-1、②-2 440V AC電源

③-1、③-2 125V DC電源

④ 115V AC電源

空冷式非常用発電装置による給電（フロントライン系）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

RCS
低温側

高
圧
注
入

系
統

余
熱
除
去

系
統

M

蓄圧タンク

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

②-2：440V AC電源（弁閉止操作）

空冷式非常用発電装置

空冷式非常用
発電装置

中継・接続盤

メタクラしゃ断器



復水
ピット

F.O.

タービン動補助給水ポンプ

D.C.

D.C.

主蒸気管B

主蒸気管D
D.C.

D.C.

D.C.

③-1：125V DC電源
（ポンプ起動 （起動弁開操作））

④：115V AC電源
（SG水位監視）

蒸
気
発
生
器LI

M

M

海水

ホース

M

M

M

M

可搬式
消防ポンプ

補助給水による蒸気発生器への給水
（電動またはタービン動（消防ポンプによる復水ピットへの給水を含む））（フロントライン系）

SG水位低信号（自動起動）

主
給
水
系
統

主給水系配管
主蒸気系配管

補助給水系配管

蒸気発生器
水位計（狭域）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

M

電動補助給水ポンプ

②-2：440V AC電源

（給水流量調整）

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

M

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮
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各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

起動盤



M

RCS
高温側

余熱除去冷却器

RCS
低温側

RCS
高温側

余熱除去ポンプ

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）
⑥：CCW（ポンプ冷却（モーター・軸））

⑨：安全注入信号（ポンプ自動起動）

④：115V AC電源

（余熱除去ポンプ出口流量監視）

②-2：440V AC電源

（弁開閉操作）

FI

余熱除去ポンプ出口
流量計

添
付

5
-
(
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)
-
8

(
1
8
/
2
5
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M

M

M

低圧注入による原子炉への給水（フロントライン系）

現場操作箱

M

⑪：RWSP

格納容器
再循環サンプ

余熱除去系配管

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

高圧注入系
配管（C/L側）

蓄圧タンク注入
配管（C/L側）

蓄
圧
注
入

系
統

高
圧
注
入

系
統

高
圧
注
入

系
統

低圧注入配管（C/L側）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

M



RCS
高温側

余熱除去冷却器

RCS
低温側

RCS
高温側

余熱除去ポンプ

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
⑥：CCW（ポンプ冷却（モーター・軸））

⑥：CCW
（余熱除去冷却器冷却）

M

添
付

5
-
(
1
)
-
8

(
1
9
/
2
5
)

M

M

M

格納容器
再循環サンプ

RWSP

⑩：再循環切替

低圧注入による再循環炉心冷却（フロントライン系）

現場操作箱

M

高圧注入系
配管（C/L側）

蓄圧タンク注入
配管（C/L側）

蓄
圧
注
入

系
統

高
圧
注
入

系
統

高
圧
注
入

系
統

低圧注入配管（C/L側） 余熱除去系配管

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系
⑧制御用空気系
⑨安全注入信号
⑩再循環切替
⑪RWSP

具体的な系統については、①～⑤は
(20/25)、⑥⑦は(22/25)、⑧は(23/25)、
⑨は(24/25)、⑩⑪は(25/25)に示す。

②-2：440V AC電源（高温側再循環移行時に開放）

M

②-2：440V AC電源（弁閉止操作）

⑩：再循環切替（再循環自動切替信号（自動閉））

M

②-2：440V AC電源

（弁開放操作）

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

M



：④115V AC電源

：②440V AC電源

：①6.6kV AC電源

：③125V DC電源

：⑤バッテリー

系統の説明

メタクラ
（メタルクラッドスイッチギア）

動力
変圧器

動力
変圧器

原子炉コントロールセンタ

非常用所内電源

外部電源

充電器盤

①

計装用分電盤

②-2

③-1

④

蓄電池

ドロッパ盤

②-1

③-2

②-1

②-2

直流き電盤

直流分電盤

計装用
交流電源切替盤

インバータ
（計装用電源盤）

パワーセンタパワーセンタ

原子炉コントロールセンタ
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①6.6kV AC電源、②440V AC電源、③125V DC電源、
④115V AC電源、⑤バッテリー （サポート系）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）



燃料油
サービスタンク

内燃機関
（ディーゼル機関）

ディーゼル
発電機制御盤

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

②-2：440V AC電源

（電力供給）

⑦：海水系（内燃機関冷却）

メタクラへ

DG出力

電圧指示計
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非常用所内電源（サポート系）

起動空気だめ
（始動空気だめ）

DG関連配管

（燃料油配管等）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

③-1：125V DC電源（起動、運転）
④：115V AC電源（制御）

⑤バッテリー
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⑥CCW、⑦海水系（サポート系）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

原子炉補機冷却水冷却器

⑦：海水系（ＤＧの冷却）

放水
ピット

海水

海水ポンプ

原子炉補機冷却水ポンプ

非常用所内電源

海水ストレーナ

⑥

CCW

海水系

現場操作箱

現場操作箱

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

原子炉補機冷却水配管

海水系配管

原子炉補機冷却水
サージタンク
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M

⑧

制御用
空気乾燥器

制御用空気圧縮機 制御用
空気だめ

②-1：440V AC電源（空気圧縮機運転）
③-1：125V DC電源（起動のための遮断器投入）
④：115V AC電源（制御盤動作）
⑥：CCW（空気圧縮機冷却）

⑥：CCW（空気乾燥器冷却）

PI

④：115V AC電源（供給母管圧力監視）

制御用
空気供給母管圧力計

M

Cヘッダー

②-2： 440V AC電源（電動弁閉止）

⑧制御用空気系（サポート系）

制御盤
制御用空気系配管

：炉心損傷直結起因事象
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因として考慮

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）



加圧器 蒸気発生器

ＲＣＰ

原子炉

格納容器

PIPI

原子炉
安全保護
ロジック盤

安全保護
シーケンス盤

⑨安全注入信号

格納容器
圧力計（広域）

加圧器
圧力計

④：115V AC電源

（加圧器圧力監視）
（格納容器圧力監視）

④：115V AC電源

（プラント信号処理）

④：115V AC電源

（信号発信）

系統の説明

：炉心損傷直結起因事象
安全保護ロジック盤、安全保護シーケンス盤の機能損傷は
炉心損傷直結起因事象の要因して考慮
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⑨安全注入信号（サポート系）

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）



：炉心損傷直結起因事象
安全保護ロジック盤、安全保護シーケンス盤、
電動弁の機能損傷は炉心損傷直結起因事象の要因して考慮

M

M

高圧注入系統

格納容器
スプレイ系統

格納容器
スプレイ系配管

燃料取替用水系配管
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使用済燃料ピット

⑩再循環切替、⑪RWSP（サポート系）

格納容器スプレイ冷却器

蓄
圧
注
入

系
統

格納容器
スプレイヘッダ

M

余熱除去系統

余熱除去系配管余熱除去冷却器

高圧注入系配管
RCS

低温側

RWSP

格納容器
再循環

サンプA, B

②-2：440V AC電源

（弁開放動作（再循環移行時））
⑩：再循環切替（再循環自動切替信号（自動開））

格納容器
スプレイ系統

余熱除去系統

高圧注入系統

M

M

格納容器再循環サンプ配管

再循環切替

⑩：再循環自動切替信号

原子炉
安全保護
ロジック盤

④：115V AC電源

（プラント信号処理）

安全保護
シーケンス盤

④： 115V AC電源（信号発信）

燃料取替用水ピット
水位計

④：115V AC電源
（RWSP水位監視）

LI

燃料取替用水ピット

各影響緩和機能の系統図（地震：炉心損傷）



クリフエッジ評価において耐震裕度を算定しない設備について 

 

以下の設備については、 

① 地震により安全機能の喪失に至ることが極めて考えにくい 

（２．支持構造物、３．クレーン、４．原子炉トリップ遮断器） 

② 安全機能を失うまでの裕度という観点で耐震裕度が相当あり、少なくと

も既往の知見等から 2 倍以上の裕度が存在することが明らかである 

（１．制御棒挿入性および関連する設備、２．支持構造物） 

の理由により、今回のクリフエッジ評価において、結果に影響を及ぼすことは

ないことから、裕度評価対象外とした。 

 

１．制御棒挿入性および関連する設備 

制御棒挿入維持の機能に関しては多度津の大型振動台の加振限界である

3.3S2までの実験を実施し、それら実験結果に基づく実機条件での解析を行い、

制御棒が全挿入されること、挿入経路の各設備（制御棒駆動装置、制御棒ク

ラスタ案内管、燃料集合体）について、構造強度面での耐力評価で余裕の非

常に大きいことが示されている。（以下（１）を参照） 

また、制御棒挿入時間の評価基準値は、安全解析の計算条件に用いている

制御棒挿入時間を流用しているものであるが、安全解析における判断基準

（燃料棒被覆管最高温度、最小 DNBR）に達するまで制御棒挿入が遅れると仮

定した場合の解析評価により、相当の余裕があることが、原子力安全委員会

原子炉安全専門審査会（以下「原安委 炉安審」という。）における検討で

示されている。（以下（２）を参照） 

以上より、地震による制御棒挿入時間の遅れが、クリフエッジ特定の評価

に影響を及ぼすことは極めて考えにくいことから、制御棒挿入時間評価なら

びに挿入経路設備の構造強度評価については、クリフエッジ評価における裕

度評価対象外とした。なお、制御棒駆動装置に関しては、制御棒挿入経路で

あると同時に一次冷却材圧力バウンダリとしての機能も持つことから、裕度

評価対象に含めることとした。また、燃料集合体については崩壊熱除去可能

な形状の維持の観点についても考慮が必要であるので、（３）にまとめてい

る。 

 

（１）JNES 機器耐力試験 

平成 17 年度 JNES 機器耐力試験（PWR 制御棒挿入試験）において、大規模

加振条件下で制御棒挿入試験を実施しており、実機サイトの S2 包絡波

（473gal）の 3.3 倍までの条件でも制御棒が正常に挿入され、挿入経路の構

添付 5-(1)-9
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造健全性についても以下のとおり問題ないことが確認されている。 

a. 燃料集合体 

実機条件での解析結果、案内シンブルは 6.0S2 で許容値に至ると見積もら

れた。 

b. 制御棒駆動装置 

実機条件での解析結果、 5.7S2で許容値に至ると見積もられた。 

c. 制御棒クラスタ案内管 

実機条件での解析結果、45.1S2で許容値に至ると見積もられた。 

 

（２）原安委 炉安審における制御棒挿入にかかる安全余裕の検討 

原安委 炉安審の「制御棒挿入に係る安全余裕検討部会」において、制御

棒挿入による原子炉緊急停止に係る安全余裕明確化の検討が行われている。 

検討では制御棒挿入時間を変えた感度解析により余裕を評価しており、安全

解析上の制限値（燃料棒被覆管最高温度 1200℃、最小 DNBR1.45）に到達す

るのは 2 ループプラント（安全解析の想定条件 1.8 秒）は９秒程度、3 ルー

プ型プラント（同 1.8 秒）は 7 秒程度、4 ループ型プラント（同 2.2 秒）は

11 秒程度であった。 

 

 （３） 燃料集合体の崩壊熱除去可能な形状維持機能について 

燃料集合体については崩壊熱除去可能な形状維持を確保する必要がある

が、以下の理由により崩壊熱除去可能な形状を維持できると考えられる。 

・燃料集合体は、鉛直方向は上部炉心板及び下部炉心板により囲まれ、水

平方向はバッフル板により囲まれているため、炉心支持構造物の機能が

維持されれば冷却性は基本的に確保される。 

・燃料集合体の上下部ノズル、制御棒案内シンブル、支持格子等の部材に

塑性変形等が生じた場合でも、局所的に冷却材流路断面積が小さくなる

可能性はあるが、炉内の流路面積の合計は変わらないため、炉心全体で

の流路は確保される。 

・燃料被覆管の基準地震動 Ss における強度評価の結果、許容値に対して 2

倍以上の裕度を有している。ここで、燃料被覆管の強度評価の許容値と

しては保守的な制限として、耐力を用いているため、破断までの余裕は

さらに大きくなり、燃料被覆管破断に伴う流路閉塞による崩壊熱除去可

能な形状維持が損なわれることは、極めて考え難い。 
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２．支持構造物 

支持構造物が大きな地震荷重を受ける際には、自らの変形によるエネルギー

吸収が生じること、他の支持構造物との荷重分担が生じることから、損傷が本

体の安全機能喪失に至るまでには大きな余裕がある。この効果については過去

の実証試験でも確認されている。 

また、支持構造物は地震荷重に対して、本体の地震揺れに伴う荷重を受ける

機能を持つものであり、その変形等が本体の安全機能喪失に直接結びつくもの

ではない。さらに、支持構造物は全体の数が非常に多く、安全機能を失うまで

の耐震裕度を個別に定量的に算定することが困難である。 

 以上のことを踏まえ、過去の実証試験や個別評価等で上記に示す耐震裕度が

確認されているものについては、クリフエッジ評価の対象外とした。 

具体的に対象外となる支持構造物は、重機器支持構造物、配管支持構造物、

炉心支持構造物のうち上部炉心支持柱および下部炉心支持柱の取付ボルト類、

炉内構造物のうちラジアルサポート、タンク・熱交換器等静的機器の基礎ボル

ト、使用済燃料ラックである。 

 

３．クレーンの落下による波及的影響 

クレーン（ポーラクレーン、補助建屋クレーン、使用済燃料ピットクレーン）

に関しては、耐震バックチェックにおいて、落下による波及的影響防止の観点

で転倒（浮上り）防止装置の健全性評価を実施している。しかし、地震時 PSA

評価等の考え方に基づき転倒・浮上りによる落下が極めて考え難い構造である

ことから、クリフエッジ評価における考慮対象外とした。 

 

４．原子炉トリップ遮断器 

原子炉トリップ遮断器はトリップピンとトリップラッチの係合により遮断

器投入状態を保持している。 

平成 15 年度 JNES 機器耐力試験による遮断器の加振試験では、設計用基準地

震動を上回る条件で、トリップボタンが働く、または係合が外れたことによる、

遮断器の開放事象が発生したが、いずれも安全側な動作であり問題となるもの

ではないことが確認されている。また、同試験では誤トリップ事象発生の１．

３倍程度の値まで加振試験を実施しており、この加速度においても、遮断器の

開放阻害の原因となる部品の変形・損傷等がないことが確認されており、十分

な構造強度を有していることが確認されている。 

これは、原子炉トリップ遮断器を開閉する際に生じる衝撃力（100G 程度）

より地震動による発生力（2～3G）が十分小さいことからも説明できる。 

以上のことから、原子炉トリップ遮断器は耐震許容値を超えた場合の挙動と
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しては、操作機構部が損傷することなく、投入状態を保持できなくなることに

より開放する、すなわち安全側に動作することから、クリフエッジ評価におけ

る考慮対象外とした。 
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各影響緩和機能の耐震裕度評価結果一覧（地震：炉心損傷）（外部電源喪失） 
a. 原子炉停止 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

地震加速度計 

(制御用地震計) 
E/B S 機能損傷 G 0.51 1.00  1.96  

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

125V DC 電源 

(バッテリーからの給電で

あるので充電器盤は不要) 直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 
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b. 非常用所内電源からの給電 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 
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バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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c. 補助給水による蒸気発生器への給水（電動） 

 
設備 

設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

復水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

蒸気発生器水位計（狭域） C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

電動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 
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バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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d. 補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動） 

 
設備 

設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

復水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

蒸気発生器水位計（狭域） C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

タービン動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

タービン動補助給水ポンプ起動盤 E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

主蒸気系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 117 257 2.19 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 
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インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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e. 主蒸気逃がし弁による熱放出（自動／手動・中央制御室） 

 
設備 

設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

主蒸気逃がし弁 E/B S 機能損傷 MPa 58 329 5.67 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

主蒸気圧力計 E/B S 機能損傷 G 0.71 2.37 3.33 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

主蒸気隔離弁（電磁弁を含む） E/B S 機能損傷 G 1.8 6.1 3.38 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 
海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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制御用空気圧縮機制御盤 E/B S 機能損傷 G 0.80 3.00 3.75 

制御用空気圧縮機 E/B S 機能損傷 G 0.56 1.0 1.78 

制御用空気だめ E/B S 構造損傷 MPa 57 243 4.26 

制御用空気乾燥器 E/B S 構造損傷 MPa 29 223 7.68 

制御用空気供給母管圧力計 E/B S 機能損傷 G 1.82 6.43 3.53 
制御用空気系 

制御用空気系配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

 

 



 

添
付

5
-
(
1
)
-
1
0

(
1
1
/
3
6
)

 

f. 充てん系によるほう酸の添加 
 設備 設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

うず巻式充てんポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

往復動式充てんポンプ E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

充てんポンプ速度制御盤 E/B S 機能損傷 G 1.02 10.00 9.80 

充てんポンプ速度制御補助盤 E/B S 機能損傷 G 0.68 2.60 3.82 

充てんポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

再生熱交換器 C/V S 構造損傷 MPa 88 192 2.18 

封水注入フィルタ E/B S 構造損傷 MPa 95 253 2.66 

ほう酸ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

ほう酸ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

ほう酸タンク E/B S 
構造損傷 

（座屈） 
MPa 0.45 1 2.22 

ほう酸フィルタ E/B S 構造損傷 MPa 18 267 14.83 

充てん注入ライン配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 144 383 2.65 

充てん系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

加圧器水位計 C/V S 機能損傷 G 0.69 2.37 3.43 
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6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

サ
ポ
ー
ト
系 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 



 

添
付

5
-
(
1
)
-
1
0

(
1
3
/
3
6
)

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 

ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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g. 余熱除去系による冷却 

 設備 設置

場所

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

余熱除去ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

余熱除去ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

RHR 高温側吸込み配管 C/V S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

余熱除去系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 
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インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 
ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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h. 高圧注入による原子炉への給水 

 設備 設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

高圧注入ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

高圧注入ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 
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バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 
ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 

燃料取替用水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

余熱除去系配管 E/B S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

格納容器スプレイ系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

燃料取替用水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 E/B S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

ＲＷＳＰ 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 
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i. 加圧器逃がし弁による熱放出（手動・中央制御室） 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

加圧器逃がし弁 C/V S 機能損傷 MPa 148 329 2.22 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 
海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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制御用空気圧縮機制御盤 E/B S 機能損傷 G 0.80 3.00 3.75 

制御用空気圧縮機 E/B S 機能損傷 G 0.56 1.0 1.78 

制御用空気だめ E/B S 構造損傷 MPa 57 243 4.26 

制御用空気乾燥器 E/B S 構造損傷 MPa 29 223 7.68 

制御用空気供給母管圧力計 E/B S 機能損傷 G 1.82 6.43 3.53 
制御用空気系 

制御用空気系配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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j. 格納容器スプレイによる格納容器除熱 

 
設備 

設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

格納容器スプレイポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

格納容器スプレイポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 

格納容器圧力計（広域） E/B S 機能損傷 G 1.82 6.43 3.53 

よう素除去薬品タンク E/B S 構造損傷 MPa 22 270 12.27 

格納容器スプレイヘッダ C/V S 構造損傷 MPa 105 379 3.60 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

格納容器スプレイ系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 
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インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 

燃料取替用水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

余熱除去系配管 E/B S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

格納容器スプレイ系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

燃料取替用水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 E/B S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

ＲＷＳＰ 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 
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k. 高圧注入による再循環炉心冷却 
 

設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

高圧注入ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

高圧注入ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 
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バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 

ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 

格納容器再循環サンプ A，B C/V S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

燃料取替用水ピット水位計 E/B S 機能損傷 G 0.66 2.37 3.59 
再循環切替 

格納容器再循環サンプ配管 C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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l. 格納容器スプレイによる再循環格納容器冷却 

 

設備 

設置 

場所 

耐

震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

格納容器スプレイポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

格納容器スプレイポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 

よう素除去薬品タンク E/B S 構造損傷 MPa 22 270 12.27 

格納容器スプレイヘッダ C/V S 構造損傷 MPa 105 379 3.60 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

格納容器スプレイ系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 
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インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 
ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 
海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 

格納容器再循環サンプ A，B C/V S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

燃料取替用水ピット水位計 E/B S 機能損傷 G 0.66 2.37 3.59 
再循環切替 

格納容器再循環サンプ配管 C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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m. 補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動（消防ポンプによる復水ピットへの給水を含む）) 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

復水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

蒸気発生器水位計（狭域） C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

タービン動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

タービン動補助給水ポンプ起動盤 E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

主蒸気系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 117 257 2.19 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

可搬式消防ポンプ、ホース 屋外 － － 

可搬式消防ポンプ、ホースは地

震による影響がないように保

管 

－ 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

サ
ポ
ー
ト
系 

125V DC 電源 

(バッテリーからの給

電であるので充電器

盤は不要) 直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
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インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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n. 主蒸気逃がし弁による熱放出（手動・現場） 

 設備 設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

主蒸気逃がし弁 E/B S 機能損傷 MPa 58 329 5.67 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

主蒸気圧力計 E/B S 機能損傷 G 0.71 2.37 3.33 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

主蒸気隔離弁（電磁弁を含む） E/B S 機能損傷 G 1.8 6.1 3.38 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

 

125V DC 電源 

(バッテリーからの給電で

あるので充電器盤は不要) 直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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o. 蓄圧注入によるほう酸水の給水 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

蓄圧タンク C/V S 構造損傷 MPa 99 254 2.56 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

蓄圧タンク注入系配管 C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

125V DC 電源 

(バッテリーからの給電で

あるので充電器盤は不要) 
直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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p. 空冷式非常用発電装置からの給電 

 
設備 

設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

空冷式非常用発電装置 屋外 － 
1.84×Ss に対し、転倒しないことを確認。

また地震の影響がないように保管。 
1.84 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系

空冷式非常用発電装置 中継・接続盤 E/B S 構造損傷 MPa 16 168 10.50 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 
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各サポート系については、以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、( )のページに示す。

地震加速度計
(制御用地震計)

機能損傷
1.96

原子炉停止（フロントライン系）

原子炉停止
機能喪失

1.96

インバータ
（計装用電源盤）

機能損傷
8.33

計装用
分電盤

機能損傷
4.65

125V DC電源
機能喪失

直流分電盤
機能損傷

4.65

直流き電盤
機能損傷

2.13
⑤バッテリー

機能喪失
4.16

ドロッパ盤
機能損傷

2.70

計装用交流電源
切替盤

機能損傷
3.19

115V AC電源
機能喪失



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：炉心損傷）

添
付

5
-
(1

)-
1
1

(2
/
2
7
) 

各サポート系については、以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、( )のページに示す。

非常用所内電源からの給電（フロントライン系）

非常用所内電源からの給電 機能喪失
1.78

ディーゼル発電機 失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

失敗

ディーゼル
発電機

コントロール
センタ

機能損傷
4.41

ディーゼル
発電機盤

失敗

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

ディーゼル
発電機制御盤

機能損傷
2.47

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

起動空気だめ
（始動空気だめ）

構造損傷
2.50

ディーゼル発電機燃料供給 失敗

⑦海水系
機能喪失

1.78

内燃機関
（ディーゼル機関）

失敗

DG関連配管
（燃料油配

管等）
構造損傷

3.75

燃料油
サービス

タンク
構造損傷

39.33

内燃機関
（ディーゼル機関）

機能損傷
1.96

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

⑤バッテリー
機能喪失

4.16

DG出力電圧
指示計

機能損傷
9.18
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各サポート系については、以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、( )のページに示す。

蒸気発生器水位計
（狭域）
失敗

補助給水による蒸気発生器への給水（電動）
機能喪失

1.78

電動補助給水ポンプ
失敗

電動補助
給水ポンプ
機能損傷

1.81

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

蒸気発生器
水位計（狭域）

機能損傷
3.28

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

復水ピット
構造損傷

2

補助給水による蒸気発生器への給水（電動）（フロントライン系）

主給水系配管
構造損傷

2.13
弁操作 失敗

補助給水系配管
構造損傷

3.75

②440V
AC電源

機能喪失
1.78
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補助給水による蒸気発生器
への給水（タービン動）

機能喪失
1.78

タービン動
補助給水ポンプ

失敗

タービン動
補助給水ポンプ

機能損傷
1.81

タービン動
補助給水ポンプ

起動盤
機能損傷

4.41

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

蒸気発生器
水位計（狭域）

機能損傷
3.28

蒸気発生器
水位計（狭域）

失敗

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動）（フロントライン系）

復水ピット
構造損傷

2

補助給水系配管
構造損傷

3.75

主給水系配管
構造損傷

2.13

主蒸気系配管
構造損傷

2.19

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。
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各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

主蒸気逃がし弁による熱放出
（自動/手動・中央制御室）

機能喪失
1.75

1次冷却材
高温側及び低温側

温度計（広域）
失敗

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

1次冷却材
高温側及び低温側

温度計（広域）
機能損傷

6.27

主蒸気逃がし弁による熱放出（自動/手動・中央制御室）（フロントライン系）

主蒸気逃がし弁
機能損傷

5.67

③125V 
DC 電源
機能喪失

1.78

⑧制御用
空気系

機能喪失
1.75

1次冷却材
圧力計

機能損傷
3.28

1次冷却材圧
力計失敗

主蒸気圧力計
失敗

主蒸気圧力計
機能損傷

3.33

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

主蒸気隔離弁
閉止失敗

125V DC電源
機能喪失

直流分電盤
機能損傷

4.65

直流き電盤
機能損傷

2.13
⑤バッテリー

機能喪失
4.16

ドロッパ盤
機能損傷

2.70

主蒸気隔離弁
(電磁弁含む)

機能損傷
3.38
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各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

充てん系によるほう酸の添加（フロントライン系）

充てん系によるほう酸の添加 機能喪失 1.75

弁操作 失敗 充てんポンプ注入 失敗

ほう酸ポンプ
運転失敗

②440V 
AC電源

機能喪失
1.78

ほう酸ポンプ
機能損傷

1.81

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

充てんポンプ現場操作箱 機能損傷
3.60

充てんポンプ 失敗

充てんポンプ
速度制御盤
機能損傷

9.80

ほう酸水添加 失敗

うず巻式充てんポンプ 失敗

運転失敗 起動失敗

運転失敗 起動失敗うず巻式
充てんポンプ

機能損傷
1.81

⑥CCW
機能喪失

1.75

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

⑥CCW
機能喪失

1.75

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

充てんポンプ
速度制御補助盤

機能損傷
3.82

往復動式
充てんポンプ

機能損傷
1.96

③125V
DC電源

機能喪失
1.78

ほう酸フィルタ
構造損傷

14.83

充てん注入ライン 失敗

ほう酸タンク
構造損傷（座屈）

2.22

再生熱交換器
構造損傷

2.18

充てん注入
ライン配管（C/L側）

構造損傷
2.65

封水注入フィルタ
構造損傷

2.66

充てん系配管
構造損傷

3.75

加圧器水位計
失敗

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

加圧器水位
計

機能損傷
3.43

往復動式充てんポンプ 失敗

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

加圧器水位計失敗

加圧器
水位計

機能損傷
3.43

ほう酸ポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60
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余熱除去ポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

余熱除去系による冷却 機能喪失
1.75

余熱除去ポンプによる給水
失敗

弁操作失敗

余熱除去
ポンプ失敗

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

余熱除去ポンプ
機能損傷

1.81

⑥CCW
機能喪失

1.75

余熱除去冷却器 失敗

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

⑥CCW
機能喪失

1.75

余熱除去系による冷却（フロントライン系）

余熱除去冷却器
構造損傷

2.38

1次冷却材高温側
及び低温側温度計（広域）失敗

1次冷却材高温側
及び低温側温度計
（広域）機能損傷

6.27

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

1次冷却材圧力計
失敗

1次冷却材圧力計
機能損傷

3.28

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

低圧注入配管（C/L側）
構造損傷

2.75

RHR高温側吸込み配管
構造損傷

1.99

余熱除去系配管 構造損傷
1.99

高圧注入系配管（C/L側）
構造損傷

3.75

蓄圧タンク注入配管（C/L側）
構造損傷

2.27

③125V
DC電源

機能喪失
1.78
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高圧注入による原子炉への給水（フロントライン系）

高圧注入による
原子炉への給水

機能喪失
1.75

高圧注入ポンプ
失敗

運転失敗

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

⑥CCW
機能喪失

1.75

起動失敗

③125V
DC電源

機能喪失
1.78

高圧注入ポンプ
機能損傷

1.81

高圧注入ポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60

⑪RWSP
機能喪失

1.99

高圧注入系配管
（C/L側）
構造損傷

3.75

高圧注入系配管
構造損傷

2.75

低圧注入配管
（C/L側）
構造損傷

2.75

蓄圧タンク
注入配管（C/L側）

構造損傷
2.27

各サポート系については、以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、( )のページに示す。
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加圧器逃がし弁による熱放出（手動・中央制御室）（フロントライン系）

加圧器逃がし弁による
熱放出

（手動・中央制御室）
機能喪失

1.75

⑧制御用
空気系

機能喪失
1.75

加圧器逃がし弁
機能損傷

2.22
③125V
DC電源

機能喪失
1.78

各サポート系については、以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、( )のページに示す。
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格納容器
スプレイ

冷却器 構造損傷
2.76

格納容器スプレイによる格納容器除熱 機能喪失
1.75

格納容器スプレイ
ポンプ失敗

格納容器圧力計
監視失敗

運転失敗

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

⑥CCW
機能喪失

1.75

格納容器
スプレイポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60

起動失敗 格納容器
スプレイ
ポンプ

機能損傷
1.81

格納容器圧力計
（広域） 機能損傷

3.53

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

格納容器
スプレイヘッダ

構造損傷
3.60

弁操作失敗

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

③125V 
DC電源
機能喪失

1.78

格納容器
スプレイ系配管

構造損傷
3.75

⑪RWSP
機能喪失

1.99

よう素除去薬品
タンク

構造損傷
12.27

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

格納容器スプレイによる格納容器除熱（フロントライン系）
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各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

高圧注入による再循環炉心冷却（フロントライン系）

高圧注入による
再循環炉心冷却

機能喪失
1.75

高圧注入ポンプ
失敗

再循環切替失敗

運転失敗

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

⑥CCW
機能喪失

1.75

高圧注入ポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60

⑩再循環
切替

機能喪失
1.78

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

高圧注入ポンプ
機能損傷

1.81

弁操作失敗

高圧注入系配管
（C/L側）
構造損傷

3.75

高圧注入系
配管

構造損傷
2.75

蓄圧タンク
注入配管（C/L側）

構造損傷
2.27

低圧注入配管
（C/L側）
構造損傷

2.75
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各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

格納容器スプレイによる再循環格納容器冷却（フロントライン系）

格納容器スプレイによる再循環格納容器冷却 機能喪失
1.75

格納容器スプレイ
ポンプ
失敗

運転 失敗

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

⑥CCW
機能喪失

1.75

格納容器
スプレイポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60

⑩再循環
切替

機能喪失
1.78

格納容器
スプレイヘッダ

構造損傷
3.60

再循環切替
失敗

弁操作
失敗

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

よう素除去薬品
タンク 構造損傷

12.27

格納容器スプレイ
冷却器 失敗

格納容器スプレイ系
配管 構造損傷

3.75

格納容器
スプレイ
ポンプ

機能損傷
1.81

格納容器
スプレイ
冷却器

構造損傷
2.76

⑥CCW
機能喪失

1.75
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125V DC電源
機能喪失

各サポート系については、以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、( )のページに示す。

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動（消防ポンプによる復水ピットへの給水を含む））（フロントライン系）

補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動(消防ポンプによる復水ピットへの給水を含む)）機能喪失 1.81

蒸気発生器水位
計(狭域) 失敗

蒸気発生器
水位計（狭域）

機能損傷
3.28

復水ピット
失敗

タービン動補助給水
ポンプ 失敗

可搬式
消防ポンプ

地震による影響が
ないように保管

ホース
地震による影響が
ないように保管

補助給水系
配管

構造損傷
3.75

主給水系
配管

構造損傷
2.13

主蒸気系
配管

構造損傷
2.19

直流分電盤
機能損傷

4.65

直流き電盤
機能損傷

2.13

ドロッパ盤
機能損傷

2.70

タービン動補助
給水ポンプ
機能損傷

1.81

タービン動補助
給水ポンプ

起動盤
機能損傷

4.41

計装用交流電源
切替盤

機能損傷
3.19

インバータ
（計装用電源盤）

機能損傷
8.33

計装用
分電盤

機能損傷
4.65

復水ピット
構造損傷

2

※1

※1

※1

⑤バッテリー
機能喪失

4.16

115V AC電源 機能喪失
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主蒸気逃がし弁による熱放出
（手動・現場） 機能喪失

2.13

主蒸気逃がし弁
機能損傷

5.67

1次冷却材高温側 及
び低温側温度計

(広域)  失敗
1次冷却材圧力計

失敗

主蒸気逃がし弁による熱放出（手動・現場）（フロントライン系）

計装用交流電源
切替盤

機能損傷
3.19

インバータ
（計装用電源盤）

機能損傷
8.33

計装用
分電盤

機能損傷
4.65

125V DC電源
機能喪失

直流分電盤
機能損傷

4.65

直流き電盤
機能損傷

2.13
⑤バッテリー

機能喪失
4.16

ドロッパ盤
機能損傷

2.70

1次冷却材圧力計
機能損傷

3.28

※1
1次冷却材

高温側及び低温側
温度計(広域) 

機能損傷
6.27

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

115V AC電源
機能喪失

主蒸気圧力計
機能損傷

3.33

主蒸気圧力計
失敗

主蒸気隔離弁
閉止失敗

125V DC電源
機能喪失

直流分電盤
機能損傷

4.65

直流き電盤
機能損傷

2.13
⑤バッテリー

機能喪失
4.16

ドロッパ盤
機能損傷

2.70

主蒸気隔離弁
(電磁弁含む)

機能損傷
3.38

※1 ※1※1
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低圧注入配管
( C/L側)
構造損傷

2.75

蓄圧タンク
注入配管( C/L側)

構造損傷
2.27

蓄圧注入によるほう酸水の給水
機能喪失

2.13

蓄圧タンク
注入系
配管

構造損傷
2.75

蓄圧注入によるほう酸水の給水（フロントライン系）

蓄圧タンク
構造損傷

2.56

高圧注入系配管
( C/L側)
構造損傷

3.75

1次冷却材高温側
及び低温側温度計

(広域)
機能損傷

6.27

※11次冷却材圧力計
機能損傷

3.28

1次冷却材圧力計
失敗

※1
計装用交流電源

切替盤
機能損傷

3.19

インバータ
（計装用電源盤）

機能損傷
8.33

計装用
分電盤

機能損傷
4.65

125V DC電源
機能喪失

直流分電盤
機能損傷

4.65

直流き電盤
機能損傷

2.13
⑤バッテリー

機能喪失
4.16

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

プラント状態監視 失敗

1次冷却材高温側
及び低温側温度計

(広域) 失敗

ドロッパ盤
機能損傷

2.70

※1

115V AC電源
機能喪失
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各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

空冷式非常用発電装置からの給電 機能喪失1.80

空冷式非常用発電装置
機能損傷

1.84

空冷式非常用発電装置からの給電（フロントライン系）

給電先の
失敗

6.6kV
AC電源

失敗

メタクラ
機能損傷

1.80

440V
AC電源

失敗

パワーセンタ
機能損傷

1.80

原子炉
コントロール

センタ
機能損傷

4.05

動力変圧器
構造損傷

6.77

ドロッパ盤
機能損傷

2.70

125V
DC電源 失敗

直流分電盤
機能損傷

4.65

直流き電盤
機能損傷

2.13

充電器盤
機能損傷

2.70

115V
AC電源 失敗

インバータ (計
装用電源盤)

機能損傷
8.33

計装用
分電盤

機能損傷
4.65

計装用
交流電源
切替盤

機能損傷
3.19

空冷式非常用発電装置
中継・接続盤 構造損傷

10.50
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補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動(消防ポンプに
よる復水ピットへの給水を含む)）機能喪失

1.78

補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動（消防ポンプによる復水ピットへの給水を含む））（フロントライン系）

電動補助給水ポンプによる
蒸気発生器への給水 失敗

電動補助給水
ポンプ 失敗

弁操作 失敗

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

蒸気発生器
水位計（狭域）

失敗

復水ピット
失敗

タービン動補助給水ポンプによる
蒸気発生器への給水 失敗

可搬式
消防ポンプ

地震による影響が
ないように保管

ホース
地震による影響が
ないように保管

補助給水ポンプによる蒸気発生器への給水 失敗

電動補助給水
ポンプ 機能損傷

1.81

蒸気発生器
水位計（狭域）

機能損傷
3.28

復水ピット
構造損傷

2

タービン動補助給水
ポンプ 失敗

タービン動補助
給水ポンプ
機能損傷

1.81

タービン動補助
給水ポンプ起動盤

機能損傷
4.41

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

主蒸気系配管
構造損傷

2.19

給水配管
失敗

補助給水系配管
構造損傷

3.75

主給水系配管
構造損傷

2.13

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(18/27)
②440V AC電源(18/27)
③125V DC電源(19/27)
④115V AC電源(20/27)
⑤バッテリー(21/27)
⑥CCW(23/27)
⑦海水系(24/27)
⑧制御用空気系(25/27)
⑨安全注入信号
⑩再循環切替(26/27)
⑪RWSP (27/27)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

②440V
AC電源

機能喪失
1.78
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①6.6kV AC電源（サポート系）

6.6kV AC電源
機能喪失

1.78

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

動力
変圧器

構造損傷
6.77

440V AC電源
機能喪失

1.78

原子炉
コントロール

センタ
機能損傷

4.05

パワー
センタ

機能損傷
1.80

②440V AC電源（サポート系）

メタクラ
機能損傷

1.80

非常用
所内電源
機能喪失

1.78
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③125V DC電源（サポート系）

125V DC電源
機能喪失

1.78

440V AC電源
からの電源
供給 失敗

充電器盤
機能損傷

2.70

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

直流分電盤
機能損傷

4.65

直流き電盤
機能損傷

2.13

ドロッパ盤
機能損傷

2.70
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④115V AC電源（サポート系）

115VAC電源
機能喪失

1.78

計装用交流電源
切替盤

機能損傷
3.19

電源供給 失敗

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

インバータ
（計装用電源盤）

機能損傷
8.33

計装用
分電盤

機能損傷
4.65
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⑤バッテリー（サポート系）

バッテリー
機能喪失

4.16

蓄電池
構造損傷

（組合せ応力）
4.16
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DG出力電圧
指示計

機能損傷
9.18

非常用所内電源
機能喪失

1.78

ディーゼル発電機 失敗 ディーゼル発電機燃料供給 失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

機能損傷
4.41

⑦海水系
機能喪失

1.78

内燃機関
（ディーゼル機関）

失敗

ディーゼル
発電機盤

失敗

ディーゼル
発電機制御盤

機能損傷
2.47

DG関連配管（燃
料油配管等）

構造損傷
3.75

燃料油サービス
タンク

構造損傷
39.33

内燃機関
（ディーゼル機関）

機能損傷
1.96

起動空気だめ
（始動空気だめ）

構造損傷
2.50

非常用所内電源（サポート系）

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

⑤バッテリー
機能喪失

4.16

③125V
DC電源

機能喪失
1.78

②440V
AC電源

機能喪失
1.78
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原子炉補機
冷却水冷却器

構造損傷
1.89

⑥CCW（サポート系）

CCW
機能喪失

1.75

原子炉補機冷却水
ポンプ 失敗

原子炉補機
冷却水ポンプ

機能損傷
1.75

原子炉補機冷却水
ポンプ現場操作箱

機能損傷
3.60

⑦海水系
機能喪失

1.78

原子炉補機冷却水
冷却器 失敗

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

③125V
DC電源*

機能喪失
1.78

原子炉補機冷却水
配管

構造損傷
3.75

*再循環時は除く

原子炉補機冷却水
サージタンク

構造損傷
4.57
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⑦海水系（サポート系）

海水系 機能喪失
1.78

海水ポンプ 失敗

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

海水ポンプ
機能損傷

（軸受荷重）
1.78

海水ポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60

海水ストレーナ
構造損傷

6.37

海水系配管
構造損傷

2.82
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⑧制御用空気系（サポート系）

制御用空気系
機能喪失

1.75

制御用空気圧縮機
失敗

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

制御用空気
だめ

構造損傷
4.26

制御用空気
圧縮機制御盤

機能損傷
3.75

⑥CCW
機能喪失

1.75

制御用空気
圧縮機

機能損傷
1.78

制御用空気系
配管

構造損傷
3.75

制御用空気乾燥器
失敗

制御用空気
乾燥器

構造損傷
7.68

⑥CCW
機能喪失

1.75

弁操作
失敗

供給母管
圧力監視

失敗

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

制御用空気
供給母管
圧力計

機能損傷
3.53

④115V
AC電源

機能喪失
1.78
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弁操作
失敗

再循環自動
切替信号

失敗

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

燃料取替用水
ピット水位計
機能損傷

3.59

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

⑩再循環切替（サポート系）

再循環切替 機能喪失
1.78

格納容器再循環
サンプ配管
構造損傷

3.75

格納容器
再循環サンプA,B

構造損傷
2
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RWSP 機能喪失
1.99

燃料取替用水
ピット

構造損傷
2

余熱除去系
配管

構造損傷
1.99

格納容器
スプレイ系配管

構造損傷
3.75

燃料取替用水系
配管

構造損傷
3.75

高圧注入系
配管

構造損傷
2.75

格納容器スプレイ
冷却器

構造損傷
2.76

余熱除去
冷却器

構造損傷
2.38

⑪RWSP（サポート系）



イベントツリーの耐震裕度及びクリフエッジ評価（外部電源喪失）（地震：炉心損傷） 

起因事象： 外部電源喪失

 

添
付

5
-
(
1
)
-
1
2

 

成功

成功

成功

失敗

成功

失敗

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

外部電源喪失 原子炉停止

補助給水による蒸気発
生器への給水

（電動またはタービン
動）

主蒸気逃がし弁による
熱放出

（自動/手動・中央制御
室）非常用所内電源

からの給電

補助給水による蒸気発
生器への給水

（タービン動（消防ポンプ
による復水ピットへの給

水を含む））

主蒸気逃がし弁による
熱放出

（手動・現場）

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

炉心損傷

空冷式非常用発電
装置からの給電

炉心損傷
失敗

炉心損傷

冷却成功

1.78

1 .78
1 .75

1 .81
2 .13

2 .13

1 .80

失敗

成功

成功

失敗成功

成功

失敗

成功

失敗
高圧注入による
原子炉への給水

加圧器逃がし弁
による熱放出

（手動・中央制御
室）

格納容器スプレイに
よる格納容器除熱

高圧注入による
再循環炉心冷却

充てん系による
ほう酸の添加

余熱除去系による
冷却

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

冷却成功

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

失敗

失敗

失敗

炉心損傷

炉心損傷

成功パス①

成功パス③

成功パス②

1.75

1 .75

1 .75

1 .75 1 .75
1 .75

1 .75

1 .96

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策
シナリオへ移行

*2 緊急安全対策シナリオ

*1 フィードアンドブリードシナリオ

格納容器スプレイによる
再循環格納容器冷却

冷却成功
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各影響緩和機能の耐震裕度評価結果一覧（地震：炉心損傷）（補機冷却水の喪失） 
a. 原子炉停止 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

地震加速度計 

(制御用地震計) 
E/B S 機能損傷 G 0.51 1.00  1.96  

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

125V DC 電源 

(バッテリーからの給電で

あるので充電器盤は不要) 
直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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b. 非常用所内電源からの給電  

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 
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バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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c. 補助給水による蒸気発生器への給水（電動またはタービン動（消防ポンプによる復水ピットへの給水を含む）） 

 設備 設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

復水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

蒸気発生器水位計（狭域） C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

電動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

タービン動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

タービン動補助給水ポンプ起動盤 E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

主蒸気系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 117 257 2.19 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

可搬式消防ポンプ、ホース 屋外 － － 
可搬式消防ポンプ、ホースは地

震による影響がないように保管
－ 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 

サ
ポ
ー
ト
系 

440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 
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ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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d. 主蒸気逃がし弁による熱放出（手動・現場） 

 
設備 

設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

主蒸気逃がし弁 E/B S 機能損傷 MPa 58 329 5.67 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

主蒸気圧力計 E/B S 機能損傷 G 0.71 2.37 3.33 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

主蒸気隔離弁（電磁弁を含む） E/B S 機能損傷 G 1.8 6.1 3.38 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

125V DC 電源 

(バッテリーからの給電で

あるので充電器盤は不要) 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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e. 蓄圧注入によるほう酸水の給水 
 

設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

蓄圧タンク C/V S 構造損傷 MPa 99 254 2.56 

蓄圧タンク注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 168 383 2.27 

蓄圧タンク注入系配管 C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

低圧注入配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

高圧注入系配管（Ｃ／Ｌ側） C/V S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

１次冷却材高温側及び低温側温度計（広域） C/V S 機能損傷 G 2.39 15.00 6.27 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

１次冷却材圧力計 C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

125V DC 電源 

(バッテリーからの給電で

あるので充電器盤は不要) 
直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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f. 補助給水による蒸気発生器への給水（タービン動（消防ポンプによる復水ピットへの給水を含む）) 

 
設備 

設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

復水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

蒸気発生器水位計（狭域） C/V S 機能損傷 G 1.96 6.43 3.28 

タービン動補助給水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

タービン動補助給水ポンプ起動盤 E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

補助給水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

主給水系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 178※ 380 2.13 

主蒸気系配管 
E/B 

C/V 
S 構造損傷 MPa 117 257 2.19 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

可搬式消防ポンプ、ホース 屋外 － － 
可搬式消防ポンプ、ホースは地

震による影響がないように保管
－ 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

サ
ポ
ー
ト
系 

125V DC 電源 

(バッテリーからの給電であ

るので充電器盤は不要) 
直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
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インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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g. 空冷式非常用発電装置からの給電 
 設備 設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 

単位 評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

空冷式非常用発電装置 屋外 － 
1.84×Ss に対し、転倒しないことを確認。

また地震の影響がないように保管。 
1.84 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系

空冷式非常用発電装置 中継・接続盤 E/B S 構造損傷 MPa 16 168 10.50 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

サ
ポ
ー
ト
系 

115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

 

 



イベントツリーの耐震裕度及びクリフエッジ評価（補機冷却水の喪失）（地震：炉心損傷） 

 
起因事象： 補機冷却水の喪失
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成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

補機冷却水の

喪失
原子炉停止

補助給水による蒸気発

生器への給水
（タービン動（消防ポン

プによる復水ピットへ
の給水を含む））

主蒸気逃がし弁による

熱放出
（手動・現場）

蓄圧注入による
ほう酸水の給水

炉心損傷

空冷式非常用発電
装置からの給電

炉心損傷

失敗

炉心損傷

冷成功

1.81
2.13

2.13

1.80

炉心損傷

炉心損傷

成功パス②

成功

非常用所内電源
からの給電

失敗

成功
成功

失敗

主蒸気逃がし弁による
熱放出

（手動・現場）

蓄圧注入による

ほう酸水の給水

炉心損傷

炉心損傷

補助給水による蒸気発
生器への給水

（電動またはタービン
動（消防ポンプによる

復水ピットへの給水を
含む））

冷却成功

炉心損傷

成功

失敗
成功

成功パス①

失敗

1.78

1.78 2.13

2.13

1.96



イベントツリーの耐震裕度及びクリフエッジ評価（緊急安全対策前）（地震：炉心損傷） 
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起因事象： 外部電源喪失

成功

成功

成功

失敗

失敗

成功

成功

失敗

成功

失敗

外部電源喪失 原子炉停止

補助給水による蒸気発

生器への給水

（電動またはタービン

動）

主蒸気逃がし弁による

熱放出
（自動/手動・中央制御

室）非常用所内電源
からの給電

1.78

1.78
1.75

失敗

成功

成功

失敗成功

成功

失敗

成功

失敗

高圧注入による

原子炉への給水

加圧器逃がし弁

による熱放出
（手動・中央制御

室）

炉心損傷

格納容器スプレイに

よる格納容器除熱

炉心損傷

高圧注入による

再循環炉心冷却

炉心損傷

格納容器スプレイによる

再循環格納容器冷却

炉心損傷

炉心損傷

冷却成功

充てん系による

ほう酸の添加

余熱除去系による

冷却

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

冷却成功

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリード
シナリオへ移行

*1 フィードアンドブリードシナリオ

失敗

失敗

失敗

炉心損傷

成功パス①

成功パス②

1.75

1.75

1.75

1.75 1.75
1.75

1.75

炉心損傷

1.96



各起因事象におけるイベントツリー（地震：SFP 燃料損傷） 
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起因事象： 外部電源喪失

外部電源喪失
非常用所内電源

からの給電

消防ポンプによる注水

燃料取替用水ポンプ
による注水

燃料取替用水ピットによ
る水源の確保

燃料損傷

*1 消防ポンプによる海水
注水シナリオへ移行

*1 消防ポンプによる海水
注水シナリオへ移行

冷却成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

*1 消防ポンプによる海水注水シナリオ

SFP冷却系による冷却

成功

冷却成功

失敗

冷却成功



各起因事象におけるイベントツリー（地震：SFP 燃料損傷） 
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起因事象： 補機冷却水の喪失

起因事象： SFP冷却機能喪失

SＦＰ冷却機能喪失、
補機冷却水の喪失

非常用所内電源
からの給電

消防ポンプによる注水

燃料取替用水ポンプ
による注水

燃料取替用水ピットによ
る水源の確保

燃料損傷

*1 消防ポンプによる海水
注水シナリオへ移行

冷却成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

成功

失敗

*1 消防ポンプによる海水注水シナリオ

*1 消防ポンプによる海水
注水シナリオへ移行

失敗

冷却成功
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耐震裕度評価結果（地震：ＳＦＰ燃料損傷） 
起因事象に関連する設備 

起因事象 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

外部電源喪失 工学的判断 

使用済燃料ピットポンプ E/B B 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

使用済燃料ピットポンプ現場操作箱 E/B B 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

使用済燃料ピット冷却器 E/B B 構造損傷 MPa 72 241 3.34 

使用済燃料ピット冷却系配管（循環ライン） E/B B 構造損傷 MPa 147 379 2.57 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 

ＳＦＰ 

冷却機能喪失 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

※評価値は 1.7Ss に対する値であるため、裕度=許容値／評価値×1.7 として算出 
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海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 

補機冷却水の喪失 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

ＳＦＰ損傷 使用済燃料ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

  
※評価値は 1.7Ss に対する値であるため、裕度=許容値／評価値×1.7 として算出 
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影響緩和機能（フロントライン系）に関連する設備 

ﾌﾛﾝﾄ 

ﾗｲﾝ系 
設備 

設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非
常
用
所
内
電
源
か
ら
の 

給
電 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

使用済燃料ピットポンプ E/B B 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

使用済燃料ピットポンプ現場操作箱 E/B B 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

使用済燃料ピット冷却器 E/B B 構造損傷 MPa 72 241 3.34 

Ｓ
Ｆ
Ｐ
冷
却
系
に
よ
る

冷
却 

使用済燃料ピット冷却系配管（循環ライン） E/B B 構造損傷 MPa 147 379 2.57 

燃料取替用水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.85 1.4 1.64 

燃料取替用水ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

燃
料
取
替
用
水
ポ
ン
プ

に
よ
る
注
水 非常用ピット冷却系配管（燃料取替用水ポンプから使用

済燃料ピットまで） 
E/B S 構造損傷 MPa 147 379 2.57 
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燃料取替用水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

余熱除去系配管 E/B S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

格納容器スプレイ系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

燃料取替用水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 E/B S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

燃
料
取
替
用
水
ピ
ッ
ト
に
よ
る 

水
源
の
確
保 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 

消
防
ポ
ン
プ

に
よ
る
注
水 

可搬式消防ポンプ、ホース 屋外 － － 
可搬式消防ポンプ、ホースは地

震による影響がないように保管
－ 
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影響緩和機能（サポート系）に関連する設備 

サポート系 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力）
－ 0.24 1 4.16 

ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 
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サポート系 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 
ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 
海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 

 
 ※評価値は 1.7Ss に対する値であるため、裕度=許容値／評価値×1.7 として算出 



フロントライン系とサポート系の関連表（地震：SFP 燃料損傷） 

 
 

外部電源喪失 
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6.6kV AC電源 ○ ○ ○

440V AC電源 ○ ○ ○

125V DC電源 ○ ○ ○

115V AC電源 ○ ○ ○

バッテリー ○ ○ ○

非常用所内電源 ○ ○

CCW ○

海水系 ○ ○ ○

サポート系

フロントライン系

SFP冷却系による
冷却

燃料取替用水ピット
による水源の確保

消防ポンプによる注
水

非常用所内電源
からの給電

燃料取替用水ポンプ
による注水



フロントライン系とサポート系の関連表（地震：SFP 燃料損傷） 

 

SFP 冷却機能喪失、補機冷却水の喪失 
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6.6kV AC電源 ○ ○

440V AC電源 ○ ○

125V DC電源 ○ ○

115V AC電源 ○ ○

バッテリー ○ ○

非常用所内電源 ○

海水系 ○ ○

サポート系

非常用所内電源
からの給電

燃料取替用水ポンプ
による注水

燃料取替用水ピット
による水源の確保

消防ポンプによる注
水

フロントライン系
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各影響緩和機能の系統図（地震：SFP燃料損傷）

非常用所内電源からの給電（フロントライン系）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

燃料油
サービスタンク

内燃機関
（ディーゼル機関）

ディーゼル
発電機制御盤

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

②-2：440V AC電源

（電力供給）

⑦：海水系（内燃機関冷却）

メタクラへ

DG出力

電圧指示計

起動空気だめ
（始動空気だめ）

DG関連配管

（燃料油配管等）

③-1：125V DC電源（起動、運転）
④：115V AC電源（制御）

⑤バッテリー



使用済燃料ピットポンプ

⑤：CCW
（使用済燃料ピット冷却器冷却）

②-1：440V AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

使用済燃料ピット

使用済燃料ピット冷却器
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SFP冷却系による冷却（フロントライン系）

使用済燃料ピット冷却系配管（循環ライン）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

各影響緩和機能の系統図（地震：SFP燃料損傷）

現場操作箱



燃料取替用水ポンプ

②-2：440V AC電源（ポンプ運転）
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RWSP

使用済燃料ピット

燃料取替用水ポンプによる注水（フロントライン系）

現場操作箱非常用ピット冷却系配管
（燃料取替用水ポンプから使用済燃料ピットまで）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

各影響緩和機能の系統図（地震：SFP燃料損傷）



M

M

M

余熱除去系統

高圧注入系統

高圧注入系配管

格納容器
スプレイ系統

格納容器
スプレイ系配管

燃料取替用水系配管
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燃料取替用水ピット

使用済燃料ピット

余熱除去系配管

燃料取替用水ピットによる水源の確保（フロントライン系）

余熱除去冷却器

格納容器スプレイ冷却器

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

RCS
低温側

蓄
圧
注
入

系
統

格納容器
スプレイヘッダ

各影響緩和機能の系統図（地震：SFP燃料損傷）



使用済燃料ピット
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ホース

可搬式
消防ポンプ

海水

消防ポンプによる注水（フロントライン系）

各サポート系については、以下のとおり
整理した。

①6.6kV AC電源
②440V AC電源
③125V DC電源
④115V AC電源
⑤バッテリー
⑥CCW
⑦海水系

具体的な系統については、①~⑤は
(6/8)、⑥⑦は(8/8) に示す。

各影響緩和機能の系統図（地震：SFP燃料損傷）



：④115V AC電源

：②440V AC電源

：①6.6kV AC電源

：③125V DC電源

：⑤バッテリー

系統の説明

メタクラ
（メタルクラッドスイッチギア）

動力
変圧器

動力
変圧器

原子炉コントロールセンタ

非常用所内電源

外部電源

充電器盤

①

計装用分電盤

②-2

③-1

④

蓄電池

ドロッパ盤

②-1

③-2

②-1

②-2

直流き電盤

直流分電盤

計装用
交流電源切替盤

インバータ
（計装用電源盤）

パワーセンタパワーセンタ

原子炉コントロールセンタ
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①6.6kV AC電源、②440V AC電源、③125V DC電源、
④１15V AC電源、⑤バッテリー （サポート系）

各影響緩和機能の系統図（地震：SFP燃料損傷）
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非常用所内電源（サポート系）

各影響緩和機能の系統図（地震：SFP燃料損傷）

燃料油
サービスタンク

内燃機関
（ディーゼル機関）

ディーゼル
発電機制御盤

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

②-2：440V AC電源

（電力供給）

⑦：海水系（内燃機関冷却）

メタクラへ

DG出力

電圧指示計

起動空気だめ
（始動空気だめ）

DG関連配管

（燃料油配管等）

③-1：125V DC電源（起動、運転）
④：115V AC電源（制御）

⑤バッテリー
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⑥CCW、⑦海水系（サポート系）

各影響緩和機能の系統図（地震：SFP燃料損傷）

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

原子炉補機冷却水冷却器

⑦：海水系（ＤＧの冷却）

放水
ピット

海水

海水ポンプ

原子炉補機冷却水ポンプ

非常用所内電源

海水ストレーナ

⑥

CCW

海水系

現場操作箱

現場操作箱

①：6.6kV AC電源（ポンプ運転）
③-1：125V DC電源

（起動のための遮断器投入）

原子炉補機冷却水配管

海水系配管

原子炉補機冷却水
サージタンク
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各影響緩和機能の耐震裕度評価結果一覧（地震：ＳＦＰ燃料損傷）（外部電源喪失） 
a. 非常用所内電源からの給電 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 
海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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b. ＳＦＰ冷却系による冷却 

 設備 
設置 
場所 

耐震 
ｸﾗｽ 

損傷 
モード 

単位 
評価値 

(a) 
許容値 

(b) 
裕度 
(b/a) 

使用済燃料ピットポンプ E/B B 機能損傷 G 0.77 1.4 1.81 

使用済燃料ピットポンプ現場操作箱 E/B B 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

使用済燃料ピット冷却器 E/B B 構造損傷 MPa 72 241 3.34 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン

系

使用済燃料ピット冷却系配管（循環ライン） E/B B 構造損傷 MPa 147 379 2.57 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 

125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 



 

添
付

5
-
(
1
)
-
2
0

(
4
/
1
4
)

ディーゼル発電機コントロールセン

タ 
E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

原子炉補機冷却水ポンプ C/B S 機能損傷 G 0.80 1.4 1.75 

原子炉補機冷却水ポンプ現場操作箱 C/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

原子炉補機冷却水冷却器 C/B S 構造損傷 MPa 176 334 1.89 

原子炉補機冷却水サージタンク E/B S 構造損傷 MPa 73 334 4.57 ＣＣＷ 

原子炉補機冷却水配管 

C/B 

E/B 

C/V 

S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 
海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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c.燃料取替用水ポンプによる注水 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

燃料取替用水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.85 1.4 1.64 

燃料取替用水ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

非常用ピット冷却系配管（燃料取替用水ポンプから使用済

燃料ピットまで） 
E/B S 構造損傷 MPa 147 379 2.57 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動用空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 
海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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d. 燃料取替用水ピットによる水源の確保 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

燃料取替用水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

余熱除去系配管 E/B S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

格納容器スプレイ系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

燃料取替用水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 E/B S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 
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e. 消防ポンプによる注水 

 設備 
設置 
場所 

耐震 
ｸﾗｽ 

損傷 
モード 

単位 
評価値 

(a) 
許容値 

(b) 
裕度 
(b/a) 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

可搬式消防ポンプ、ホース 屋外 － － 
可搬式消防ポンプ、ホースは地

震による影響がないように保管 
－ 
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各影響緩和機能の耐震裕度評価結果一覧（地震：ＳＦＰ燃料損傷）（補機冷却水の喪失、SFP 冷却機能喪失） 
a. 非常用所内電源からの給電 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 
海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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b. 燃料取替用水ポンプによる注水 

 設備 
設置 
場所 

耐震 
ｸﾗｽ 

損傷 
モード 

単位 
評価値 

(a) 
許容値 

(b) 
裕度 
(b/a) 

燃料取替用水ポンプ E/B S 機能損傷 G 0.85 1.4 1.64 

燃料取替用水ポンプ現場操作箱 E/B S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系

非常用ピット冷却系配管（燃料取替用水ポンプから使用済

燃料ピットまで） 
E/B S 構造損傷 MPa 147 379 2.57 

6.6kV AC 電源 メタクラ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

パワーセンタ C/B S 機能損傷 G 0.61 1.10 1.80 

原子炉コントロールセンタ C/B S 機能損傷 G 0.74 3.00 4.05 440V AC 電源 

動力変圧器 C/B S 構造損傷 MPa 31 210 6.77 

ドロッパ盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

直流き電盤 C/B S 機能損傷 G 1.44 3.07 2.13 

直流分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 
125V DC 電源 

充電器盤 C/B S 機能損傷 G 0.74 2.00 2.70 

インバータ（計装用電源盤） C/B S 機能損傷 G 1.44 12.00 8.33 

計装用分電盤 C/B S 機能損傷 G 1.72 8.00 4.65 115V AC 電源 

計装用交流電源切替盤 C/B S 機能損傷 G 0.94 3.00 3.19 

サ
ポ
ー
ト
系 

バッテリー 蓄電池 C/B S 
構造損傷 

（組合せ応力） 
－ 0.24 1 4.16 
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ディーゼル発電機コントロールセンタ E/B S 機能損傷 G 0.68 3.00 4.41 

ディーゼル発電機制御盤 E/B S 機能損傷 G 2.10 5.20 2.47 

内燃機関（ディーゼル機関） E/B S 機能損傷 G 0.51 1.0 1.96 

燃料油サービスタンク E/B S 構造損傷 MPa 6 236 39.33 

起動空気だめ（始動空気だめ） E/B S 構造損傷 MPa 104 261 2.50 

ＤＧ出力電圧指示計 C/B S 機能損傷 G 1.72 15.80 9.18 

非常用所内電源 

ＤＧ関連配管（燃料油配管等） E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

海水ポンプ 屋外 S 
機能損傷 

（軸受荷重）
N 3.3×104 5.9×104 1.78 

海水ポンプ現場操作箱 屋外 S 機能損傷 G 2.50 9.00 3.60 

海水ストレーナ 屋外 S 構造損傷 MPa 37 236 6.37 
海水系 

海水系配管 

屋外 

C/B 

E/B 

S 構造損傷 kN 297 493 2.82※ 
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c. 燃料取替用水ピットによる水源の確保 

 設備 
設置 

場所 

耐震 

ｸﾗｽ 

損傷 

モード 
単位

評価値 

(a) 

許容値 

(b) 

裕度 

(b/a) 

燃料取替用水ピット E/B S 構造損傷 
2×Ｓｓに対して地震応答解析

を実施し、許容値と比較 
2 

余熱除去系配管 E/B S 構造損傷 MPa 181 361 1.99 

格納容器スプレイ系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

燃料取替用水系配管 E/B S 構造損傷 MPa 84 315 3.75 

高圧注入系配管 E/B S 構造損傷 MPa 124 342 2.75 

余熱除去冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 140 334 2.38 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

格納容器スプレイ冷却器 E/B S 構造損傷 MPa 121 334 2.76 
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d. 消防ポンプによる注水 

 設備 
設置 
場所 

耐震 
ｸﾗｽ 

損傷 
モード 

単位 
評価値 

(a) 
許容値 

(b) 
裕度 
(b/a) 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系 

可搬式消防ポンプ、ホース 屋外 － － 
可搬式消防ポンプ、ホースは地

震による影響がないように保管 
－ 

 
 
 



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）
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非常用所内電源からの給電（フロントライン系）

各サポート系については、以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥CCW(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、( )のページに示す。

非常用所内電源からの給電 機能喪失
1.78

ディーゼル発電機 失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

機能損傷
4.41

ディーゼル
発電機盤

失敗

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

ディーゼル
発電機制御盤

機能損傷
2.47

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

起動空気だめ
（始動空気だめ）

構造損傷
2.50

ディーゼル発電機燃料供給 失敗

⑦海水系
機能喪失

1.78

内燃機関
（ディーゼル機関）

失敗

DG関連配管
（燃料油配

管等）
構造損傷

3.75

燃料油
サービス

タンク
構造損傷

39.33

内燃機関
（ディーゼル機関）

機能損傷
1.96

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

⑤バッテリー
機能喪失

4.16

DG出力電圧
指示計

機能損傷
9.18



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）

添
付

5
-
(1

)-
2
1

(2
/
1
0
) 

②440V
AＣ電源
機能喪失

1.78

ＳＦＰ冷却系による冷却（フロントライン系）

ＳＦＰ冷却系による冷却機能喪失
1.75

使用済燃料ピット
ポンプ
失敗

使用済燃料
ピットポンプ
機能損傷

1.81

③125V
DC電源

機能喪失
1.78

使用済燃料ピット
冷却器
失敗

⑥CCW
機能喪失

1.75

使用済燃料
ピット冷却器
構造損傷

3.34
各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥CCW(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

使用済燃料
ピット冷却系

配管（循環ライン）
構造損傷

2.57

使用済燃料
ピットポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）

添
付

5
-
(1

)-
2
1

(3
/
1
0
) 

燃料取替用水ポンプによる注水（フロントライン系）

燃料取替用水ポンプによる注水
機能喪失

1.64

燃料取替用水
ポンプ

機能損傷
1.64

燃料取替用水
ポンプ 失敗

燃料取替用水ポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60

非常用ピット冷却系
配管（燃料取替用水
ポンプから使用済燃

料ピットまで）
構造損傷

2.57

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥CCW(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

②440V
AＣ電源
機能喪失

1.78



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）

添
付
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-
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)-
2
1
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/
1
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) 

燃料取替用水ピットによる水源の確保（フロントライン系）

各サポート系については、
以下のとおり整理した。
①6.6kV AC電源(5/10)
②440V AC電源(5/10)
③125V DC電源(6/10)
④115V AC電源(7/10)
⑤バッテリー(7/10)
⑥CCW(9/10)
⑦海水系(10/10)
具体的な系統については、
( )のページに示す。

燃料取替用水ピットによる水源の確保
機能喪失

1.99

燃料取替用水
ピット

構造損傷
2

余熱除去系
配管

構造損傷
1.99

格納容器
スプレイ系配管

構造損傷
3.75

燃料取替用水系
配管

構造損傷
3.75

高圧注入系
配管

構造損傷
2.75

格納容器スプレイ
冷却器

構造損傷
2.76

余熱除去
冷却器

構造損傷
2.38



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）
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2
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/
1
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①6.6kV AC電源（サポート系）

6.6kV AC電源
機能喪失

1.78

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

動力
変圧器

構造損傷
6.77

440V AC電源
機能喪失

1.78

原子炉
コントロール

センタ
機能損傷

4.05

パワー
センタ

機能損傷
1.80

②440V AC電源（サポート系）

メタクラ
機能損傷

1.80

非常用
所内電源
機能喪失

1.78



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）

添
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-
(1
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2
1
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/
1
0
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③125V DC電源（サポート系）

125V DC電源
機能喪失

1.78

440V AC電源
からの電源供給

失敗

充電器盤
機能損傷

2.70

直流分電盤
機能損傷

4.65

直流き電盤
機能損傷

2.13

ドロッパ盤
機能損傷

2.70

②440V
AC電源

機能喪失
1.78



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）

添
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-
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2
1
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/
1
0
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④115V AC電源（サポート系）

115V AC電源
機能喪失

1.78

計装用交流電源
切替盤

機能損傷
3.19

電源供給 失敗

②440V
AC電源

機能喪失
1.78

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

インバータ
（計装用電源盤）

機能損傷
8.33

計装用
分電盤

機能損傷
4.65

⑤バッテリー（サポート系）

バッテリー
機能喪失

4.16

蓄電池
構造損傷

（組合せ応力）
4.16



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）
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非常用所内電源（サポート系）

DG出力電圧
指示計

機能損傷
9.18

非常用所内電源
機能喪失

1.78

ディーゼル発電機 失敗 ディーゼル発電機燃料供給 失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

失敗

ディーゼル発電機
コントロールセンタ

機能損傷
4.41

⑦海水系
機能喪失

1.78

内燃機関
（ディーゼル機関）

失敗

ディーゼル
発電機盤

失敗

ディーゼル
発電機制御盤

機能損傷
2.47

DG関連配管
（燃料油配管等）

構造損傷
3.75

燃料油サービス
タンク

構造損傷
39.33

内燃機関
（ディーゼル機関）

機能損傷
1.96

起動空気だめ
（始動空気だめ）

構造損傷
2.50

④115V
AC電源

機能喪失
1.78

⑤バッテリー
機能喪失

4.16

③125V
DC電源

機能喪失
1.78

②440V
AC電源

機能喪失
1.78



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）
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⑥CCW（サポート系）

CCW
機能喪失

1.75

原子炉補機冷却水
ポンプ 失敗

原子炉補機
冷却水ポンプ

機能損傷
1.75

原子炉補機
冷却水ポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

③125V
DC電源

機能喪失
1.78

原子炉補機冷却水
サージタンク

構造損傷
4.57

原子炉補機冷却水
配管

構造損傷
3.75

原子炉補機
冷却水冷却器

構造損傷
1.89

⑦海水系
機能喪失

1.78

原子炉補機冷却水
冷却器 失敗



各影響緩和機能のフォールトツリー（地震：SFP燃料損傷）
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⑦海水系（サポート系）

海水系
機能喪失

1.78

海水ポンプ 失敗

①6.6kV
AC電源

機能喪失
1.78

③125V
DC電源
機能喪失

1.78

海水ポンプ
機能損傷

（軸受荷重）
1.78

海水ポンプ
現場操作箱
機能損傷

3.60

海水ストレーナ
構造損傷

6.37

海水系配管
構造損傷

2.82



イベントツリーの耐震裕度及びクリフエッジ評価（地震：SFP 燃料損傷） 
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)
-
2
2

(
1
/
2
)

起因事象： 外部電源喪失

外部電源喪失
非常用所内電源

からの給電

消防ポンプによる注水

燃料取替用水ポンプ
による注水

燃料取替用水ピットによ
る水源の確保

燃料損傷

1.78

*1 消防ポンプによる海水
注水シナリオへ移行

*1 消防ポンプによる海水
注水シナリオへ移行

冷却成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

1.64

1.99

*1 消防ポンプによる海水注水シナリオ

成功パス②

成功パス③

SFP冷却系による冷却

成功

1.75
冷却成功 成功パス①

失敗

冷却成功



イベントツリーの耐震裕度及びクリフエッジ評価（地震：SFP 燃料損傷） 
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(
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起因事象： 補機冷却水の喪失

起因事象： SFP冷却機能喪失

補機冷却水の喪失、
SＦＰ冷却機能喪失

非常用所内電源
からの給電

消防ポンプによる注水

燃料取替用水ポンプ
による注水

燃料取替用水ピットによ
る水源の確保

燃料損傷

1.78 *1 消防ポンプによる海水
注水シナリオへ移行

冷却成功

成功

失敗

成功

失敗

成功

成功

失敗

1.64

1.99

*1 消防ポンプによる海水注水シナリオ

成功パス②

*1 消防ポンプによる海水
注水シナリオへ移行

失敗

成功パス①冷却成功



イベントツリーの耐震裕度及びクリフエッジ評価（緊急安全対策前）（地震：SFP 燃料損傷） 
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5
-
(
1
)
-
2
3

 

起因事象： 外部電源喪失

外部電源喪失
非常用所内電源

からの給電 燃料取替用水ポンプ
による注水

燃料取替用水ピットによ
る水源の確保

1.78
成功

失敗

成功

失敗

成功

失敗

1.64

1.99
成功パス②SFP冷却系による冷却

成功

1.75
冷却成功 成功パス①

失敗

冷却成功

燃料損傷

燃料損傷 燃料損傷


